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第
9
章
　
新
幹
線
と
高
速
道
路

I
　

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
前
夜

鉄
道
の
輸
送
力
が
限
界
に
近
づ
く

一
九
五
〇
年
（
昭
和
二
五
）
、
隣
国
の
朝
鮮
半
島
に

動
乱
が
勃
発
し
た
。
日
本
を
占
領
中
の
米
軍
の
出
動

に
伴
い
、
そ
の
資
材
調
達
・
軍
事
輸
送
の
増
大
な
ど

の
特
需
が
発
生
、
わ
が
国
の
産
業
は
こ
の
朝
鮮
動
乱

を
き
っ
か
け
に
活
気
づ
き
、
本
格
的
な
立
ち
直
り
を

み
せ
る
よ
う
に
な
る
。

朝
鮮
動
乱
は
二
年
目
に
休
戦
状
態
に
入
る
が
、
特

需
に
よ
っ
て
発
展
の
き
っ
か
け
を
掴
ん
だ
産
業
界
で

は
設
備
の
増
強
が
行
わ
れ
、
生
産
が
増
加
し
、
経
済

が
拡
大
す
る
に
伴
っ
て
輸
送
に
対
す
る
需
要
が
高
ま

り
、
輸
送
量
は
年
ご
と
に
急
増
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
産
業
の
各
分
野
が
あ
い
つ
い
で
戦
前

の
水
準
を
超
え
る
発
展
を
見
せ
る
よ
う
に
な
る
と
、

第
二
次
大
戦
の
甚
大
な
被
害
か
ら
よ
う
や
く
復
興
し

つ
つ
あ
っ
た
当
時
の
輸
送
体
系
で
は
、
旺
盛
な
輸
送

需
要
を
ま
か
な
い
き
れ
な
い
事
態
と
な
っ
た
。
輸
送

の
主
力
は
相
変
わ
ら
ず
鉄
道
で
、
輸
送
力
が
と
り
わ

け
限
界
に
近
か
っ
た
東
海
道
線
を
は
じ
め
と
し
て
、

鉄
道

は

ほ

と

ん

ど
行

き

詰

ま

り

状

態

に

な

っ
た

。

各

地

に
滞

貨

が
発

生

し

た

。

一

九

五

六

年

度

（
昭

和

ご
二

度
）『
経

済

白

書

』
は

、
「
も

は

や

戦

後

で

は

な

い
」

と

述

べ
、
こ

れ

か
ら

の
経

済

発

展

は
技

術

革

新

に

も

と

づ
く

近

代
化
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
と
し
た
。
神
武
景
気
、

岩
戸
景
気
と
大
型
の
好
況
が
あ
い
つ
い
で
到
来
す
る

時
代
を
迎
え
て
い
た
。

輸
送
力
を
増
強
す
る
た
め
の
社
会
資
本
の
整
備
が
、

最
重
要
の
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
も
当
然
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
国
鉄
は
第
8

章
で
み
た
よ
う
に
戦
争

で
大
き
な
被
害
を
受
け
て

い
た
。
戦
時
中
の
酷
使
に
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よ
っ
て
車
両
や
設
備
は
老
朽
化
し
、
資
材
な
ど
も
入

手
難
で
あ
っ
た
。
一
九
四
九
年
（
昭
和
二
四
）
に
日

本
国
有
鉄
道
の
名
称
の
公
共
事
業
体
と
な
っ
た
と
き
、

車
両
整
備
五
か
年
計
画
、
電
化
五
か
年
計
画
が
進
行

中
だ
っ
た
。
沼
津
～
浜
松
間
も
電
化
さ
れ
た
。
し
か

し
、
戦
後
復
興
と
再
建
に
精
一
杯
で
、
輸
送
力
を
高

め
る
新
し
い
鉄
道
網
の
再
構
築
に
は
、
ま
だ
手
が
つ

け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

バ
ス
事
業
の
伸
展
と
充
実

一
九
五
〇
年
（
昭
和
二
五
）
頃
に
は
バ
ス
も
戦
前

の
水
準
に
よ
う
や
く
復
活
し
、
新
し
い
発
展
に
向
け

て
動
き
出
し
て
い
た
。
一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
五
）

頃
ま
で
は
、
ま
だ
マ
イ
カ
ー
時
代
の
到
来
前
で
、
道

路
交
通
の
主
役
は
も
っ
ぱ
ら
バ
ス
と
ト
ラ
ッ
ク
だ
っ

た
。浜

松
地
方
で
は
、
市
営
バ
ス
は
戦
後
の
復
興
期
を

経
て
、
そ
の
後
の
都
市
化
の
進
展
、
付
近
町
村
の
合

併
に
よ
る
市
域
の
拡
大
と
と
も
に
、
急
速
な
発
展
を

と
げ
た
。
敗
戦
か
ら
I

〇
年
後
の
一
九
五
五
年
（
昭

和
三
〇
）
三
月
現
在
で
、
車
両
数
は
戦
前
の
二
倍
の

五
二
両
と
な
り
、
路
線
も
増
え
て
運
行
距
離
は
戦
前

の
約
三
倍
と
な
っ
た
。

遠
鉄
バ
ス
は
浜
松
と
郊
外
地
域
を
結
ぶ
連
絡
バ
ス

と
し
て
発
展
を
つ
づ
け
た
。
戦
後
の
I
〇
年
間
に
都

市
部
と
農
村
地
域
と
の
間
に
新
た
な
路
線
を
多
数
開

設
し
て
両
者
の
緊
密
度
を
高
め
、
利
用
客
数
は
大
き

く
伸
び
た
。

遠
鉄
バ
ス
の
車
両
数
お
よ

び
運
行
キ
ロ
数
は
、
一

九
五
五
年
（
昭
和
三
〇
）
ま
で
に
次
の
よ
う
な
増
加

を
示
し
て
い
た
。

〔
車
両
数
〕

一
九
四
六
（
昭
和
二

二
　
　
　
　
　
　

五
〇
両

一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
　
　
　
　
　
　
九
一
両

一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
　
　
　
　
　
二
一
一
両

〔
運
行
キ
ロ
数
〕

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
　
　
　
二
五
〇
・
〇
j
　

一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
　
　
　
四
八
五
・
〇
j
　

一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
　
　
　
六
三
九
・
〇
j
　

さ
ら
に
一
九
五
五
年
頃
か
ら
、

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の

投
入
に
伴
う
車
体
の
デ
ラ
ッ
ク
ス
化
と
大
型
化
、
路

線
の
延
長
・
長
距
離
化
と
運
行
ダ
イ
ヤ
の
増
強
、
急

行
バ
ス
の
運
転
、
観
光
路
線
の
運
転
、
貸
切
り
バ
ス

事
業
の
強
化
な
ど
が
進
む
。

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
五
）
頃
に
は
、

バ
ス
は
黄

金
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
遠
鉄
バ
ス
は
浜
松

市
内
循
環
線
の
営
業
も
開
始
し
、
ま
た
浜
松
市
を
中

距離感を縮小した急行バス

遠州鉄道㈱浜松営業所



心
と
し
た
放
射
状
の
路
線
網
は
急
速
に
増
大
し
、
県

西
部
全
域
に
わ
た
っ
て
道
路
あ
る
と
こ
ろ
に
は
ほ
と

ん
ど
路
線
を
延
ば
し
、
そ
の
密
度
は
高
く
な
り
、
山

間
部
へ
も
よ
り
深
く
ル
ー
ト
を
延
ば
し
て
い
た
。

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が
増
え
つ
づ
け
る

と
こ
ろ
で
、
戦
後
一
〇
年
間
の
自
動
車
保
有
台
数

の
推
移
を
み
る
と
、
ト
ラ
ッ
ク
が
圧
倒
的
に
多
か
っ

た
。〔

自
動
車
保
有
台
数
の
推
移
〕

乗
用
車
　

バ
ス
　

貨
物
自
動
車

一
九
四
五
　
　

二
・
六
　

一
　・
三
　

一
〇
・
四

一
九
五
〇
　
　

四
・
八
　
二
・
〇
　

二
九
・
〇

一
九
五
五
　

一
五
・
八
　
三
・
五
　

七
三
・
〇

（
単
位
・
万
）

わ
が
国
の
自
動
車
生
産
台
数
は
一
九
四
九
年
（
昭

和
二
四
）
に
戦
前
の
水
準
（
年
間
五
万
台
）
を
超
え

た
が
、
そ
の
年
の
乗
用
車
の
生
産
台
数
は
わ
ず
か
に

一
〇
〇
〇
台
余
り
で
、
バ
ス
の
生
産
台
数
よ
り
も
少

な
く
、
ト
ラ
ッ
ク
が
九
四
％
を
占
め
て
い
た
。

終
戦
直
後
に
は
全
国
で
約
一
〇
万
台
た
っ
た
ト

ラ
ッ
ク
が
、
五
年
後
の
一
九
五
〇
年
（
昭
和
二
五
）

に
は
約
三
〇
万
台
に
増
え
、
さ
ら
に
五
年
後
に
は
七

〇
万
台
を
超
え
る
。ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
貨
物
輸
送
が
、

急
速
な
勢
い
で
増
え
つ
づ
け
て
い
た
。

戦
前
か
ら
陸
上
の
貨
物
輸
送
は
、
鉄
道
、
ト
ラ
ッ

ク
、
荷
馬
（
牛
）
車
、
荷
車
、
リ
ヤ
カ
ー
な
ど
が
担
っ

て
き
た
。
長
距
離
の
幹
線
輸
送
は
も
っ
ぱ
ら
鉄
道
で
、

ト
ラ
ッ
ク
は
そ
の
鉄
道
を
補
完
す
る
役
割
を
担
い
、

五
〇
い
く
ら
い
ま
で
の
近
距
離
輸
送
が
主
だ
っ
た
。

荷
馬
（
牛
）
車
な
ど
は
そ
れ
以
下
の
距
離
を
運
ん
で

い
た
が
、
一
九
五
〇
年
（
昭
和
二
五
）
頃
か
ら
荷
馬

（
牛
）
車
に
代
わ
っ
て
と
く
に
小
型
ト
ラ
ッ
ク
が
、

営
業
用
・
自
家
用
と
も
に
爆
発
的
に
増
加
し
は
じ
め

て
い
た
。

貨
物
を
出
す
産
業
界
で
は
、
製
品
が
多
様
化
し
、

あ
る
い
は
小
口
化
す
れ
ば
、
小
回
り
の
き
く
自
動
車

輸
送
の
ド
ア

ー
ツ
ー
・
ド
ア
の
便
宜
性
と
ス
ピ
ー
ド

に
し
だ
い
に
頼
る
よ
う
に
な
る
。
他
方
で
、
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
の
そ
れ
ま
で
の
常
識
を
超
え
て
、
二
〇
〇
j

あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
中
距
離
輸
送
に
進
出
す
る
業

者
も
出
て
き
て
い
た
。

ト
ラ
ッ
ク
は
貨
物
の
近
距
離
輸
送
機
関
と
し
て
の

主
役
の
地
位
を
確
立
し
て
い
っ
た
。

国
内
貨
物
の
ト
ン
キ
ロ
数
の
内
訳
を
み
る
と
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。鉄

道
　
　

ト
ラ
ッ
ク
　
　

海
運

一
九
五
〇
　
三
三
八
　
　

五
四
　
　

二
五
五

一
九
五
五
　
四
三
三
　
　

九
五
　
　

二
九
〇

一
九
六
〇
　
五
四
五
　

二
〇
八
　
　

六
三
六

（
単
位
＝
億
、
軽
自
動
車
は
含
ま
な
い
）

静
岡
県
で
は
、
工
場
誘
致
な
ど
に
よ
る
工
業
化
を

図
る
総
合
開
発
計
画

が
一
九
五
〇
年
（
昭
和
二
五
）

以
来
、
数
次
に
わ
た
っ
て
つ
く
ら
れ
た
。
遠
州
の
主

な
道
路
に
も
、
い
た
る
と
こ
ろ
バ
ス
の
路
線
が
発
達

し
つ
つ
あ
る
の
に
加
え
て
、
非
常
な
勢
い
で
増
え
つ

づ
け
る
ト
ラ
ッ
ク
が
、
砂
ぼ
こ
り
を
舞
い
上
げ
て
走

り
回
っ
て
い
た
。
ま
だ
舗
装
道
路
は
ご
く
隕
ら
れ
て

お
り
、
静
岡
県
の
一
般
道
路
の
建
設
と
整
備
は
、
隣

の
神
奈
川
県
、
愛
知
県
に
比
べ
て
遅
れ
て
い
た
。
県

内
に
出
入
り
す
る
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
た
ち
は
、

「
静
岡
県
に
入
る
と
、
と
た
ん
に
車
の
揺
れ
が
ひ
ど

トラックターミナル 昭和37年



く
な
る
」

と
い
っ
て
い
た
。

新
道
路
法
の
制
定
と
そ
の
意
義

バ
ス
の
隆
盛
と
ト
ラ
ッ
ク
の
急
増

は
、
昭
和
三
〇
年
代
に
は
非
常
に
顕

著
に
な
っ
て
く
る
。
囗
本
の
経
済
が

重
化
学
工
業
化
へ
の
道
を
急
速
な
テ

ン
ポ
で
歩
み
は
じ
め
る
と
、
輸
送
需

要
は
い
よ
い
よ
増
大
し
、
と
く
に
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
は
非
常
な
発
展
を
と
げ

る
。
営
業
用
ト
ラ
″
ク
の
輸
送
量
が

急
増
し
、
七
ブ
車
、
ハ
ブ
車
、
一
〇

ブ
車
な
ど
ト
ラ
ッ
ク
の
大
型
化
、
輸
送
の
長
距
離
化

も
目
立
っ
て
く
る
。
昭
和
三
〇
年
代
に
ト
ラ
ッ
ク
は

も
は
や
鉄
道
を
補
完
す
る
輸
送
機
関
で
は
な
く
な
り
、

基
幹
輸
送
機
関
と
し
て
の
地
位
を
確
立
す
る
の
で
あ

る
。夜

間
ト
ラ
ッ
ク
も
激
増
す
る
。
東
京
～
大
阪
の
夜

の
国
道
は
ト
ラ
ッ
ク
便
が
占
め
、
積
荷
制
限
違
反
、

ス
ピ
ー
ド
違
反
、
追
越
し
運
転
・
居
眠
り
運
転
な
ど

に
よ
る
事
故
も
激
増
す
る
。
交
通
公
害
が
社
会
的
な

問
題
に
な
っ
て
く
る
。

む
ろ
ん
交
通
公
害
は
、
タ
ク
シ
ー
や
乗
用
車
や
オ
ー

ト
バ
イ
な
ど
も
含
め
た
車
社
会
全
体
の
問
題
で
あ
る
。

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
五
）
の
交
通
白
書
に
よ
れ
ば

全
国
一
日
平
均
死
亡
者
数
は
三
二
人
の
新
記
録
が
つ

く
ら
れ
た
。
浜
松
の
交
通
事
故
は
全
国
的
に
み
て
も

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
だ
っ
た
。

こ
う
し
た
昭
和
三
〇
年
代
に
突
入
す
る
に
先
立
っ

て
、
す
で
に
道
路
交
通
の
改
善
整
備
は
重
要
な
課
題

で

あ

っ

た

。

全

国

の

道

路

は

ま

だ

劣

悪

な

整

備

状

況

下

に

あ

っ

た

。

〔

国

道

と

県

道

の

整

備

状

況

〕

（

一

九

五

〇

年

）
　
　

国

道
　
　
　
　
　

都

道

府

県

道

実

延

長

二

万

四

〇

〇

〇
j
　

匸

一
万

六

〇

〇

〇
j
　

改

良

済
　
　

四

〇

〇

〇
j
　
　

二

万

九

〇

〇

〇
j
　

舗

装

済
　
　

二

〇

〇

〇
j
　
　
　
　

五

〇

〇

〇

に

の

よ

う

な

状

況

の

ま

ま

で

は

、

わ

が

国

の

将

来

の

道

路

交

通

は

大

変

な

こ

と

に

な

る

。

元

来

、

明

治

こ

の

か

た

交

通

分

野

へ

の

国

の

投

資

は

鉄

道

が

中

心

で

、

道

路

建

設

な

ど

へ

の

交

通

投

資

は

非

常

に

不

十

分

だ

っ

た

。

経

済

が

発

展

し

て

く

る

と

、

交

通

の

基

礎

的

施

設

の

蓄

積

の

貧

弱

さ

が

、

相

対

的

に

ク

ロ

ー

ズ

ア

ッ

プ

さ

れ

て

き

た

の

も

当

然

で

あ

っ

た

。

い

つ

ま

で

も

生

産

第

▽

王

義

で

、

そ

の

結

果

が

交

通

運

輸

部

門

に

シ

ワ

寄

せ

さ

れ

る

と

い

う

状

態

は

、

行

き

詰

ま

り

を

見

せ

て

い

た

。

す

で

に

始

ま

っ

て

い

る

新

し

い

交

通

状

況

に

対

応

す

る

に

は

、

交

通

投

資

大正末年のトラック

昭和初年のトラック

悪 路の 時代 が日 本 で は長 く続 い た



に
対
す
る
新
し
い
発
想
が
必
要
だ
っ
た
。
し
か
し
道

路
を
急
速
に
整
備
し
よ
う
に
も
、
国
の
一
般
財
源
だ

け
で
は
応
じ
き
杠
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
巾
で
一
九
五
二
年
（
昭
和
二

七
）
六
月
、
道
路
整
備
特
別
措
置
法
が
公
布
さ
れ
、

有
料
道
路
建
設
の
基
準
が
定
め
ら
れ
た
。
特
定
の
道

路
、
橋
、
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
新
設
・
改
築
の
た
め
の

住
設
資
金
を
特
別
会
計
か
ら
支
出
し
、
完
成
後

よ
疋

の
期
㈹
そ
こ
を
通
行
す
る
自
動
車
な
ど
か
ら
料
金
を

徴
収
し
、
建
設
資
金
の
償
還
に
あ
て
る
有
料
道
路
制

度
で
あ
る
。

同
時
に
ま
た
、
道
路
の
定
義
・
等
級
・
管
理
主
体
・

費
用
分
担
な
ど
を
全
面
的
に
改
正
す
る
、
新
し
い
道

蹐
法
が
公
布
・
施
行
さ
扛
だ
。

翌
年
に
は
、
道
路
整
備
の
財
㈹
等
に
関
ず
る
臨
時

措
置
法
が
制
定
さ
れ
て
、
ガ
ソ
リ
ン
税
収
を
特
定
財

源
と
し
て
道
路
の
整
備
を
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

鉄
道
に
比
べ
て
軽
俔
さ
扛
立
ち
遅
經
て
き
た
わ
が

田
の
道
路
整
備
は
、
こ
の
有
料
道
路
制
度
と
、
受
益

各
負
徂
原
則
に
基
づ
く
特
定
財
源
副
度
を
二
つ
の
柱

に
、
よ
う
や
く
本
格
的
展
開
へ
の
基
礎
が
築
か
れ
る

こ
と
に
な
る
。

こ
の
時
点
で
、
今
日
で
は
信
じ
ら
札
な
い
ほ
ど
だ

が
県
道
や
市
町

村
道
な
ど
は
、

自
動
車
が
一
地
且

々
い
道
が
ま
だ

多
か
っ
こ
。
建

設
宵
が
一
九
斤

六
年
（
昭
和
一
二

匸

に
道
路
調
査
の
た
め
に
米
田
か
ら
招
い
た
ワ
ト

キ
ン
不
調
査
団
は
、

「
囗
本
の
道
路
は
信
じ
が
た
い
ほ
ど
悪
い
。
工
業
国

口
し
て
こ
れ
ほ
ど
完
全
に
そ
の
道
路
網
を
無
視
し
て

き
た
国
は
囗
本
の
は
か
に
は
な
い
」

と
指
摘
し
た
。

浜
松
地
方
は
「
ポ
ン
ポ
ン
」
の
町
と
化
す

遠
州
に
は
と
り
わ
け
縁
の
深
い
オ
ー
ト

バ
イ
は
、

乗
用
車
よ
り
お
よ
そ
I

〇
年
にル
く
か
ら
並‥
及
が
進
ん

だ
。浜

松
地
方
の
オ
ー
ト
バ
イ
産
業
は
、
一
九
四
L

年

（
昭
和
二
二
）
末
頃
か
ら
始
ま
っ
た
。
戦
前
は
自
動

車
修
理
犀
た
っ
た
本
出
宗
一
郎
は
戦
後
、
焼
け
跡
の

ゴ
フ
ッ
ク
で
小
型
エ
ン
ジ
ン
の
研
究
を
始
め
、
こ
の

年
五
〇

叩
沢
の
白
‥転
車
用
補
助
エ
ン
ジ
ン
（
A
や
）

を
考
案
、
好
評
を
匣
し
た
。
刈二

九
四
八
年
に
本
川

技
研
に
業
㈱
を
設
ｙ
・
す
る
。
従
業
員
二
〇
人
余
り
の

ど
こ
に
で
も
あ
る
よ
う
な
町
丁
揚
た
っ
た
。
A

型
は

よ
く
売
且
、
さ
ら
に
B
刑
气
　
C
刑
十
、
D

型
（
九
八

門

ド
リ
ー
ム
号
）
ヒ
開
発
試
作
を
進
め
、
一
九
五
○
年

に
は
東
京
に
進
出
し
て
営
業
所
と
束
京
に

揚

を

設

け

た

。

「
世

界

一

に
な

る
ん

だ
」

「
匪

界

匚

雄
飛

す

る

ん

だ

」

ヒ

、
し从
に川

は
こ

口
頃

か
ら

い

い

∩
つ

け

て

い
た

。

凵

い
タ
ン
ク
ヒ
赤
い

エ

ン

ジ
ン

の
原

銷

機

付

自

転

車

カ

ブ
‥
ヅ
を

出
し

、

こ

札

加
悦

兒

的

に

売

礼
出

し

た

の

が

．
に儿
に匯
二

乍

本田宗一郎



（
昭
和
二
七
）
で
あ
る
。
ホ
ン
ダ
は
自
動
二
輪
車
に

よ
る
世
界
制
覇
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

ホ
ン
ダ
の
ほ
か
に
鈴
木
自
動
車
㈱
、
丸
正
自
動
車

㈱
な
ど
も
軽
二
輪
車
の
生
産
を
始
め
て
い
た
。
一
九

五
五
年
（
昭
和
三
〇
）
に
は
ヤ
マ
（

発
動
機
㈱
が
浜

北
に
進
出
し
た
。
各
メ
ー
カ
ー
は
激
し
く
競
合
し
、

磐
田
な
ど
の
各
地
に
も
下
請
け
工
場
や
販
売
修
理
工

場
が
で
き
、
軽
快
で
ス
ピ
ー
ド
感
を
味
わ
え
る
「
ポ

ン
ポ
ン
」
（
軽
二
輪
車
）
の
人
気
は
爆
発
的
に
広
ま
っ

た
。
街
に
は
「
ポ
ン
ポ
ン
」
が
あ
ふ
れ
、
い
た
る
と

こ
ろ
の
路
上
に
景
気
の
よ
い
ポ
ン
ポ
ン
と
い
う
音
が

響
き
、
と
り
わ
け
浜
松
地
方
は
「
ポ
ン
ポ
ン
」
の
街

と
化
し
た
。

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
〇
）
頃
に
は
排
気
量
の
大

き
い
軽
二
輪
車
も
つ
ぎ
つ
ぎ
に
開
発
・
大
量
生
産
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
輸
出
の
花
形
に
な
っ
て
い
く
。

そ
し
て
通
勤
や
商
用
に
は
軽
自
動
車
が
す
で
に
普
及

し
は
じ
め
て
い
て
、
や
が
て
小
型
乗
用
車
の
時
代
へ

と
移
っ
て
い
く
。

東
海
道
新
幹
線
の
開
通

「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
が
流
行
語
に
な
り
、
い

わ
ゆ
る
”
神
武
景
気
心
の
大
型
好
況
が
訪
れ
た
一
九

五
六
年
（
昭
和
三

二

に
は
、
経
済
発
展
と
輸
送
力

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
経
済
成
長
に
と
っ
て
隘
路
で
あ
る

こ
と
が
、
は
っ
き
り
と
表
面
化
し
て
い
た
。

鉄
道
の
輸
送
が
限
界
に
近
づ
い
て
い
た
こ
と
を
す

で
に
見
た
が
、
国
鉄
が
輸
送
力
の
再
構
築
に
向
け
て

動
き
出
し
だ
の
は
、
こ
の
一
九
五
〇
年
代
後
半
（
昭

和
三
〇
年
代
）
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
東
海
道
線
の
増
強
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
で

調
査
検
討
が
重
ね
ら
れ
た
。
当
時
、
東

海
道
線
は
毎
日
、
旅
客
列
車
六
〇
～
八

〇
回
（
片
道
）
、
貨
物
列
車
五
〇
～
六
〇

回
（
片
道
）
が
通
っ
て
い
て
、
す
で
に

輸
送
限
界
に
達
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
。新

し
い
幹
線
計
画
を
早
期
着
工
す
る

必
要
が
認
め
ら
れ
た
。
従
来
の
東
海
道

線
と
二
本
立
て
で
、
輸
送
力
を
増
強
し

よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
一
九
五
九
年
度
（
昭
和
三

四
）
か
ら
五
か
年
に
わ
た
る
継
続
工
事
と
す
る
予
算

案
が
、
国
会
で
承
認
可
決
さ
れ
た
。

そ
れ
か
ら
五
年
後
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
た
一
九
六
四
年
（
昭
和
三
九
）
の
七
月
に
東
海

新幹 線 開通 弍

ホンダのオートバイ



道
新
幹
線
は
完
成
し
、
同
年
一
〇
月
一
日
か
ら
開
業

し
た
。

従
来
の
わ
が
国
の
鉄
道
（
狭
軌
＝
一
〇
六
七
い
）

の
最
高
時
速
が
一
一
〇
j

、
新
幹
線
は
狭
軌
よ
旦

二

六
八
い
広
い
広
軌
線
で
、
最
高
時
速
は
二
〇
〇
j

を

超
え
る
。
安
全
・
高
速
運
転
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
の

最
新
の
技
術
が
結
集
さ
れ
た
、
世
界
的
な
列
車
の
登

場
で
あ
っ
た
。

東
京
～
新
大
阪
間
五
一
五
・
八
j

を
三
時
間
一
〇

分
（「
ひ
か
り
」
号
、
一
九
六
五
年
一
〇
月
か
ら
）
と

い
う
の
は
、
そ
れ
ま
で
の
六
時
間
五
〇
分
か
ら
み
れ

ば
画
期
的
な
ス
ピ
ー
ド
だ
っ
た
。
距
離
感
が
こ
れ
ま

で
と
ま
っ
た
く
違
っ
て
き
た
。
陸
上
交
通
に
お
け
る

高
速
化
の
時
代
の
到
来
を
、
人
々
は
実
感
と
し
て
知

る
よ
う
に
な
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
観
光
に
及
ぼ
す
影
響

は
非
常
に
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
。

新
幹
線
浜
松
駅
設
置
へ
、
遠
州
あ
げ
て
猛
運
動

遠
州
に
新
幹
線
の
駅
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
を
、
オ
ー

ル
遠
州
が
熱
望
し
た
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
そ

の
場
合
、
候
補
地
は
浜
松
を
お
い
て
ほ
か
に
な
か
っ

た
。東

海
で
屈
指
の
商
工
業
都
市
と
し
て
、
浜
松
は
著

し
い
発
展
を
と
げ
て
き
た
。
当
時
、
人
口
は
五
〇
万

人
に
近
づ
こ
う
と
し
て
お
り
、
こ
の
浜
松
市
を
中
心

と
す
る
遠
州
地
方
の
産
業
と
文
化
の
向
上
の
た
め
に
、

新
幹
線
の
駅
は
ぜ
ひ
と
も
必
要
と
考
え
ら
れ
た
。
し

か
も
優
秀
な
技
術
と
伝
統
を
誇
る
国
鉄
浜
松
工
場
も

あ
る
。
ま
た
将
来
、
三
方
原
台
地
に
国
際
空
港
建
設

の
計
画
も
構
想
さ
れ
て
い
た
。

市
を
は
じ
め
、
市
議
会
、
商
工
会
議
所
ほ
か
各
界

が
協
力
し
、
期
成
同
盟
を
結
成
し
て
、
国
鉄
本
社
、

運
輸
省
、
鉄
道
建
設
審
議
会
な
ど
に
再
三
に
わ
た
り

働
き
か
け
た
。

磐
田
、
掛
川
、
袋
井
、
天
竜
な
ど
周
辺
市
町
村
も

協
力
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
も
署
名
し
た
新
幹
線

浜
松
駅
設
置
要
望
書
が
国
鉄
総
裁
に
手
渡
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
遠
州
を
あ
げ
て
の
猛
運
動
が
実
っ
て
、

新
幹
線
浜
松
駅
が
設
置
さ
れ
た
。

新幹線浜松駅



第
9
章
　
新
幹
線
と
高
速
道
路

2
　
高
速
化
と
広
域
化

モ
ー
タ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展

わ
が
国
の
乗
用
車
の
生
屋
は
、
戦
後
間
も
な
く
、

フ
ラ
ン
ス
の
ル
ノ
ー
、
英
国
の
ヒ
ル
マ
ン
、
オ
ー
ス

チ
ン
な
ど
の
国
内
組
み
立
て
生
産
か
ら
出
発
し
た
。

そ
し
て
国
産
車
の
ダ
ッ
ト
サ
ン

ー
ブ
ル
ー
バ
ー
ド
、

ト
ヨ
ペ
ッ
ト

ー
ク
ラ
ウ
ン
が
、
一
九
五
五
年
頃
（
昭

和
三
〇
年
代
）
か
ら
よ
う
や
く
本
格
的
な
生
産
に
入

東
京
の
日
比
谷
公
園
で
、
日
本
自
動
車
工
業
会
主

催
の
第
一
回
日
本
自
動
車
シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
た
の

が
、
一
九
五
四
年
（
昭
和
二
九
）
の
こ
と
だ
っ
た
。

湘

南
の
汪
ノ
島
海
岸
で
、
第
一
回
外
車
シ
ョ
ー
が

開
催
さ
れ
た
の
が
一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
五
）
で
あ

る
。
こ
の
前
後
、
国
産
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
新
型
車

も
ぞ
く
ぞ
く
発
表
ざ
れ
は
じ
め
た
。

一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
　

プ
リ
ン
ス

ー
グ
ロ
リ

ア
　

ダ
ッ
ト
サ
ン

ー
フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
　

初
代
ブ
ル
ー

バ
ー
ド
　

ク
ラ
ウ
ン
ー
デ
ィ
ー
ゼ
ル
　

新
コ
ロ
ナ
　
三

菱
五
〇
〇

一

九
六

〇

（
昭

和
三

五

）
　

初
代

セ

ド

リ

ッ

ク
　

マ

ツ

ダ
R

三

六

〇

ク

ー

ペ
　

ス

カ
イ

ラ

イ

ン

ー
ス

ポ

ー

ツ
　

ー
九
六

一
　（
昭

和
三

六

）
　
　
日

野

ヲ

ノ
テ

ッ

サ
、

ト

ヨ

タ

ー
パ

ブ
リ

カ

い
す

ず

ベ
レ

ル
な

ど

す

で

に
一

九

六

〇

年
（
昭

和
三

五

）

の

週
刊

誌

に
、

あ

る
自

動

車

教

習

所

の

指

導
員

の
次

の
よ

う

な

話

が
出

て

い
た

。
（
「
週

刊

朝

日

」

昭

和
三

五

・

四

・
二

四

）

「
教

習
所

か
ら

世

の
中

を

見

て

い
る

と

、

ず

い

ぶ
ん

衣

食

住

が

安
定

し

て

き

た

と
思

い
ま

す

。

婦

人

の
ド

ラ
イ

バ
ー

も

ふ
え

た

し

、

日

曜

な

ど

路

上

に

出

る

と
家

族

づ
れ

の
自

家

用

車

族

が
ず

い

ぶ

ん

ふ
え

て

い
ま

す

」

国

産

車

の

各

メ

ー

カ

ー

に
よ

る

値

下

げ

競

争

が
活

発

化

し

て

い
た

。

軽
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ト
ラ
ッ
ク
と
並
ん
で
、
ス
バ
ル
三
六
〇
、
マ
ツ
ダ
ク
ー

ペ
三
六
〇

叩
と
い
っ
た
軽
乗
用
車
が
急
速
に
市
場
を

開
拓
し
て
い
た
。

そ
し
て
一
九
六
五
年
（
昭
和
四
〇
）
頃
か
ら
約
一

〇
年
間
に
、
わ
が
国
の
自
動
車
保
有
台
数
は
う
な
ぎ

登
り
に
上
昇
す
る
‥
と
く
に
自
家
用
乗
用
車
の
増
え

方
は
激
し
く
、
ト
ラ
ッ
ク
の
保
有
台
数
を
抜
き
去
り
、

次
の
I
〇
年
間
に
は
そ
の
差
は
開
く
ば
か
り
と
な
る
。

ど
の
先
進
諸
国
に
も
例
を
み
な
い
よ
う
な
、
異
常
な

速
さ
で
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
展
し
た
。

〔
乗
用
車
・
ト
ラ
ッ
ク
保
有
台
数
〕
（
単
位
＝
万
）

自
家
用
乗
用
車
　
　

ト
ラ
ッ
ク

ー
九
六
〇
　
　
　
　
　
四
九
　
　
　
　
　
一
七
五

一
九
六
五
　
　
　

二
二
九
　
　
　
　

四
八
三

一
九
七
〇
　
　
　

九
一
〇
　
　
　
　

八
八
七

一
九
七
五
　
　
　一
七
三
八
　
　
　
　
一
〇
七
七

一
九
八
〇
　
　

二
三
六
五
　
　
　
　
一
四
〇
四

一
九
八
五
　
　

二
七
七
九
　
　
　

一
八

匸
二
　

遠
州
で
も
そ
う
だ
っ
た
。
道
路
の
整
備
は
最
重
点

事
業
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
た
と

え
ば
南
遠
地
方
の
大
須
賀
町
で
も
、
改
良
お
よ
び
舗

装
延
長
は
大
幅
に
伸
び
て
は
い
た
。「
し
か
し
、
自
動

車
の
普
及
度
合
い
は
、
よ
り
以
上
に
急
テ
ン
ポ
で
、

自
動
車
一
台
当
た
り
の
舗
装
延
長
は
逆
に
年
々
減
少

し
て
い
る
現
状
で
あ
る
」（
同
町
総
合
開
発
基
本
構
想
、

昭
和
四
七
）

都
市
で
は
オ
ー
ト
バ
イ
も
含
め
て
と
り
わ
け
乗
用

車
、
ト
ラ
ッ
ク
、
そ
れ
に
バ
ス
な
ど
自
動
車
の
増
加

に
悲
鳴
を
あ
げ
、
路
面
電
車
の
廃
止
が
す
で
に
一
九

六
五
年
（
昭
和
四
〇
）
頃
か
ら
検
討
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
自
動
車
に
よ
る
事
故
の
激
増
に
加
え

て
、
排
気
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚
染
も
、
大
き
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
く
る
。

一
九
六
六
年
（
昭
和
四

二

は
以
後
数
年
間
続
く

″
い
ざ
な
ぎ
景
気
”
が
始
ま
っ
た
年
だ
が
、
日
本
の

人
口
が
一
億
人
を
突
破
し
た
年
で
も
あ
っ
た
。
こ
の

年
に
「
交
通
戦
争
」
の
言
葉
が
生
ま
れ
、
交
通
事
故

に
よ
る
全
国
の
死
者
数
が
史
上
最
高
の
一
万
三
九
〇

四
人
を
記
録
し
た
。
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、
カ
ー
、
ク
ー

ラ
ー
の
3
C

が
、
。
新
三
種
の
神
器
”
と
い
わ
れ
て
一

般
家
庭
に
急
速
に
普
及
し
は
じ
め
る
の
も
、
こ
の
年

か
ら
だ
っ
た
。

「
交
通
戦
争
」
と
い
う
言
葉
が
ま
だ
生
ま
れ
る
前
の

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
六
）
に
、
す
で
に
交
通
事
故

浜名湖観光周遊道路構想図（「広報はままつ」）



に
よ
る
全
国
の
死
者
は
一
万
二
八
六
五
人
で
、
静
岡

県
の
死
者
数
は
人
口
比
で
は
全
国
一
だ
っ
た
。
そ
の

県
内
で
も
浜
松
地
区
が
も
っ
と
も
多
く
、
。
死
亡
交
通

事
故
日
本

匸

と
い
わ
れ
た
。

全
国
の
交
通
事
故
死
者
数
は
一
九
六
九
年
（
昭
和

四
四
）
に
は
一
万
四
二
六
一
人
で
史
上
最
悪
を
記
録

し
、
翌
年
に
は
さ
ら
に
増
え
て
一
万
六
七
六
五
人
と

記
録
を
更
新
し
た
。

交
通
安
全
が
叫
ば
れ
、
と
く
に
歩
行
者
の
死
者
半

減
を
め
ざ
す
運
動
な
ど
が
起
こ
っ
た
。
新
聞
は
、

「
道
路
の
び
ず
車
だ
け
急
増
、
子
供
・
老
人
等
の
弱

者
へ
の
し
わ
寄
せ
深
刻
に
」（
朝
日
新
聞
昭
和
四
八
・

一
　こ
一
五
）

と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
が
、
さ
き
の
大
須
賀
町
の
例

の
よ
う
に
、
道
路
の
整
備
は
車
の
急
増
に
追
い
つ
か

な
い
の
が
実
情
だ
っ
た
。
市
街
地
区
間
な
ど
は
車
で

す
き
間
も
な
い
く
ら
い
だ
っ
た
。
そ
し
て
ど
の
市
町

村
で
も
、
交
通
安
全
施
設
の
整
備
に
ま
で
は
、
手
が

回
ら
な
か
っ
た
。

静
岡
県
下
で
は
一
九
七
五
年
（
昭
和
五
〇
）
に
自

動
車
保
有
台
数
が
I
〇
〇
万
台
を
突
破
す
る
。
県
民

三
人
に
一
台
の
時
代
の
到
来
で
あ
る
。

浜
松
市
の
自
動
車
保
有
台
数
四
〇
万
台
を
突
破

現
在
、
道
路
上
に
は
次
に
あ
げ
る
よ
う
な
各
種
の

自
動
車
が
走
り
回
っ
て
い
る
。

乗
用
車
（
普
通
車
）

乗
用
車
（
小
型
車
）

準
乗
用
車

ト
ラ
ッ
ク

ト
レ
ー
ラ
ー

特
殊
用
途
車

バ
ス
（
営
業
用
）

バ
ス
（
自
家
用
）

軽
四
輪
車
（
乗
用
車
）

軽
四
輪
車
（
貨
物
車
）

三
輪
車

二
輪
車

小
型
特
殊
自
動
車

浜
松
市
の
場
合
を
例
に
、
こ
れ
ら
自
動
車
の
保
有

台
数
が
過
去
二
〇
年
間
に
ど
の
よ
う
に
推
移
し
た
か

振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

一
九
六
〇
年
代
の
終
わ
り
頃
ま
で
は
、
浜
松
で
は

乗
用
車
（
普
通
・
小
型
・
軽
）
よ
り
も
原
動
機
付
自

転
車
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
。
逆
転
す
る
の
が
一
九
七

一

農
家

の

車
の

移
り

変
わ

り

農
家
で
使
わ
れ
る
車
は
、
昔
か
ら
ど
の
よ
う

に
変

わ
っ
て
き
た
だ
ろ
う
か
。

明

治
の
初
め
頃
ま
で
は
、
車
の
通
れ
る
よ
う

な
農
道
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
農
道
は
非
常

に
狭

か
っ
た
し
、
そ
の
農
道
を
は
さ
ん
で
両
側

の
田
の
間
に
水
が
流
れ
る
よ
う
に
水
口
が
あ
り
、

そ
こ
に
板
な
ど
を
橋
渡
す
よ
う
な
こ
と
も
し
て

い
な
か
っ
た
。

一
八
八
〇
年
代
の
終
わ
り
頃
（
明
治
二
〇
年

頃
）
か
ら
、
木
製
鉄
輪
の
荷
車
が
登
場
し
た
。

荷
車
は
積
荷

が
重
い
と
き
に
は
、
肩
紐
を
肩
に

か
け
て
梶
棒
を
握
り
、
体
を
前
傾
さ
せ
て
懸
命

に
曳
い
た
。
そ
れ
か
ら
二
〇
年
く
ら
い
経
っ
て
、

明
治
の
後
期
に
自
転
車
が
お
目
見
え
す

る
。

一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
）
頃
に
は
リ
ヤ
カ
ー

が
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

れ
は
鉄
製
ゴ

ム
輪
の
運
搬
車
で
、
同
じ
重
量
を
運
ん
で
も
荷

車
よ
り
は
る
か
に
軽
く
運

べ
た
。
リ
ヤ
カ
ー
を

自
転
車

の
う
し
ろ
に
繋
い
で
走

る
こ
と
も
で

き

た
。戦

後
に
な
っ
て
一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
五
）

頃
か
ら
、
耕
う
ん
機
と
ト
レ
ー
ラ
ー
が
登
場
し

た
。
ま
た
こ
の
頃

ま
で
に
農
家
の
自
転
車

は
、

ほ
と
ん
ど
原
動
機
付
に
変
わ
っ
た
。

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
〇
）
頃
に
は
モ
ー
タ

リ

ゼ
ー

シ
ョ
ン
は
農
村
に
も
及
び
、
三
輪
ま
た

は
小
型
ト
ラ
ッ
ク
が
登
場
し
た
。
乗
用
車
を
購

入
す

る
農
家
も
こ
れ
以
後
急
速
に
増
え

る
こ
と

に
な

る
。

車の走る鍛冶町通 り



一
年
（
昭
和
四
六
）
頃
で
、
乗
用
車
の
数
は
す
さ
ま

じ
い
勢
い
で
伸
び
つ
づ
け
た
。
次
に
あ
げ
る
統
計
は

そ
の
後
の
推
移
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
最
も

多
い
の
は
乗
用
車
（
小
型
車
）
で
断
然
第
一
位
、
つ

い
で
二
輪
車
、
軽
四
輪
車
（
貨
物
車
）
の
順
に
な
っ

て
い
る
。
自
動
車
保
有
台
数
の
総
数
は
一
九
九
一
年

（
平
成
三
）
に
は
四
〇
万
台
を
超
え
た
。

鉄
道
、
輸
送
の
王
座
か
ら
滑
り
落
ち
る

経
済
高
度
成
長
が
本
格
化
す
る
一
九
六
〇
年
（
昭

和
三
五
）
頃
か
ら
、
首
都
圏
、
東
海
、
阪
神
の
三
大

都
市
圏
に
お
け
る
産
業
の
発
展
と
人
口
集
中
は
急
速

に
進
み
、
そ
れ
に
伴
っ
て
輸
送
量
は
さ
ら
に
飛
躍
的

に
伸
び
た
。

一
九
七
二
年
（
昭
和
四
七
）
に
は
、
一
九
五
五
年

（
昭
和
三
〇
）
に
比

べ
る
と
貨
物
輸
送
量
は
四
・
二

倍
、
旅
客
輸
送
量
は
三
・
五
倍
に
な
っ
た
。

ま
た
昭
和
四
〇
年
代
に
は
、
後
で
み
る
よ
う
に
名

神
・
東
名
高
速
道
路
に
始
ま
り
各
地
に
つ
ぎ
つ
ぎ
に

高
速
道
路
が
つ
く
ら
れ
、
一
般
国
道
や
地
方
道
の
整

備
、
バ
イ
パ
ス
の
建
設
な
ど
も
急
速
に
進
ん
だ
。

こ
う
し
た
情
勢
に
支
え
ら
れ
て
、
陸
上
輸
送
で
ト

ラ
ッ
ク
が
鉄
道
を
完
全
に
圧
倒
し
、
陸
運
の
王
者
に

の
し
上

が
っ
た
。

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
は
こ
れ
ま
で
の
交

通
に
大
変
化
を
起
こ
し
、
主
な
交
通
機
関
別
の
輸
送

分
担
率
が
す
っ
か
り
変
わ
っ
た
。

〔
輸
送
分
担
率
の
変
化
〕

一
九
五
五
　（
昭
三
〇
）
　
　一
九
七
〇
（
昭
四
五
）

○
貨
物鉄

道
　
　

五
二
％
　
　
　
　
　
　
一
八
％

自
動
車
　

一
五
％
　
　
　
　
　

三
九
％

（
自
動
車
は
営
業
用
お
よ
び
自
家
用
）

○
旅
客鉄

道
　
　

八
二
％
　
　
　
　
　

四
九
％

自
動
車
　
一
七
％
　
　
　
　
　

四
九
％

（
乗
用
車
　

三
％
　
　
　
　
　

三
一
％
）

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
い
か
に
急
激
に
進
ん
だ

か
、
こ
の
数
字
か
ら
も
う
か
が
え
よ
う
。

経
済
高
度
成
長
期
に
入
っ
て
以
降
、
鉄
道
、
道
路
、

港
湾
、
空
港
な
ど
へ
の
交
通
公
共
投
資
は
大
幅
に
増

え
は
し
め
た
が
、
道
路
投
資
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た

の
で
あ
る
。

輸送量と輸送員数の推移



交
通
の
公
共
性
を
ど
う
確
保
す

る
か

遠
く
明
治
の
時
代
か
ら
走
り
つ
づ
け
て
き
た
鉄
道

は
、
き
わ
め
て
公
共
性
の
高
い
交
通
機
関
で
あ
る
。

近
代
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
交
通
手
段
と
し
て
登
場
し
、

大
量
輸
送
の
能
力
を
持
ち
、
同
時
に
だ
れ
で
も
利
用

で
き
、
移
動
の
権
利
は
だ
れ
に
も
平
等
に
あ
る
。
そ

し
て
貨
物
の
輸
送
、
情
報
の
伝
達
も
合
め
て
、
す
で

に
見
て
き
た
よ
う
に
遠
州
地
方
の
産
業
・
文
化
の
発

展
に
大
き
な
貢
献
を
し
て
き
た
。

一
九
二
〇
年
代
の
中
頃
（
大
正
時
代
の
末
頃
）
か

ら
遠
州
地
方
に
登
場
し
た
バ
ス
も
、
や
は
り
公
共
性

の
強
い
交
通
機
関
で
あ
る
。
地
域
の
人
々
の
身
近
な

足
と
し
て
、
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
を
つ
う
じ
て
走
り

つ
づ
け
て
き
た
。

そ
れ
に
比
べ
る
と
、
マ
イ
カ
ー
は
個
人
性
の
強
い

交
通
手
段
で
あ
る
。
バ
ス
よ
り
も
っ
と
身
近
な
足
で

あ
り
、
そ
の
便
利
さ
と
快
適
さ
は
バ
ス
の
比
で
は
な

い
。
と
こ
ろ
が
モ
ー
タ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
波
が
容
赦

な
く
押
し
寄
せ
、
と
り
わ
け
マ
イ
カ
ー
が
非
常
に
増

え
て
道
路
に
氾
濫
す
る
と
、
交
通
手
段
の
個
人
化
に

よ
っ
て
、
公
共
的
な
交
通
が
お
び
や
か
さ
れ
る
、
と

い
う
大
き
な
問
題
に
直
面
し
た
。
鉄
道
や
バ
ス
に
と
っ

て
は
、
む
ず
か
し
い
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
く
に
地
方
の
鉄
道
や
バ
ス
の
な
か
に
は
、
利
用

者
が
激
減
し
て
経
営
が
圧
迫
さ
れ
る
も
の
が
続
出
し

た
。
地
域
の
人
々
の
足
と
し
て
の
公
共
交
通
機
関
で

あ
る
が
、
赤
字
続
き
の
た
め
廃
線
と
せ
ざ
る
を
得
な

い
。「
人
々
の
足
」
は
切
り
捨
て
ら
れ
、
マ
イ
カ
ー
を

持
た
な
い
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
交
通
弱
者
、
あ

る
い
は
過
疎
地
域
な
ど
は
、
た
ち
ま
ち
″
陸
の
孤
島

々

に
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

マ
イ
カ
ー
が
あ
り
、
道
路
が
整
備
さ
れ
れ
ば
、
そ

れ
で
す
べ
て
よ
し
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
こ
と

に
、
人
々
は
か
な
り
早
く
か
ら
気

づ
い
て
い
た
。
歩

行
者
天
国
の
出
現
や
、
自
転
車
道
路
の
設
置
な
ど
は
、

そ
う
し
た
問
題
意
識
へ
の
対
応
の
一
つ
の
形
だ
っ
た

し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
問
題
は
解
決
し
な
い
。
た

と
え
ば
、
か
つ
て
は
地
域
の
生
活
道
路
で
あ
り
人
々

の
日
常
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
道
路
が
、
見
知
ら

ぬ
人
た
ち
が
乗
っ
た
車
が
た
だ
通
過
す
る
だ
け
の
空

間
と
な
る
。
騒
音
や
事
故
な
ど
の
交
通
公
害
に
悩
む

地
域
も
出
て
く
る
。
道
路
は
確
か
に
立
派
に
な
っ
た

と
し
て
も
、
人
々
は
そ
れ
で
幸
せ
に
な
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。

近
代
の
市
民
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
交
通
の
公
共
性

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の
困
難
が
横
だ
わ
っ

て
い
る
。

経済復興の時代の鍛冶町通り



鉄
道
の
再
生
へ
の
努
力

浜
松
市
の
新
交
通
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
基
礎
調
査

に
よ
れ
ば
、
交
通
機
関
の
最
大
効
率
を
考
え
る
と
、

ピ
ー
ク
時
の
輸
送
量
が
一
時
間
当
た
り
二
万
人
以
上

だ
と
鉄
道
が
、
五
〇
〇
〇
人
程
度
な
ら
バ
ス
が
適
し

て
い
る
と
い
つヽ
。

鉄
道
も
バ
ス
も
、
公
共
性
の
強
い
交
通
機
関
と
し

て
発
達
し
て
き
た
が
、
マ
イ
カ
ー
の
急
速
な
普
及
に

つ
れ
て
乗
客
は
伸
び
悩
み
、
収
益
が
悪
化
し
た
。
遠

州
地
方
の
人
々
の
足
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
遠
州

鉄
道
も
、
統
計
に
み
る
よ
う
に
マ
イ
カ
ー
が
急
増
す

る
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
乗
客
は
し
だ
い
に
減
少

を
続
け
て
い
た
。

〔
遠
州
鉄
道
電
車
の
乗
車
人
員
〕
（
年
度
）

一
九
六
二
　（
昭
和
三
七
）
　
　一
〇
四
九
・
五
万
人

一
九
六
三
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　一
　匸
（
・
七

一
九
六
四
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
九
・
〇

一
九
六
五
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
四
・
三

一
九
六
六
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
五
・
〇
万
人

一
九
六
七
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
〇
・
六

一
九
六
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　一
〇
二
二
・
五

一
九
六
九
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
ご
丁

二

一
九
七
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
二
・
〇

一
九
七
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
六
・
七

一
九
七
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
七
七
・
九

一
九
七
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
六
八
・
七

一
九
七
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
五
・
六

一
九
七
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
三
四
・
〇

一
九
七
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
二
・
八

一
九
七
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
四
・
一

一
九
七
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
五
・
六

一

九
七

九
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八

七

七

・
九

一

九
八

〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八

六

九

・
五

一

九
八

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八

四

三

・
一

一

九
八

二
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八

一
〇

・
六

一

九
八

三
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七

六
九

・
五

一

九
八

四
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
三

七

・
八

一

九
八

五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
三

八

・
八

一

九
八

六
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七

九
四

・
一

一

九
八

七
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハ

ニ

ー
　・
三

一

九
八

八
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八

七
四

・
五

一

九
八

九

（
平

成

匸
　
　
　
　

八

九

一

・
四

一

九
九

〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
二

八

・
〇

（
「
浜

松

市

統

計

書

」
）

遠

州

鉄

道

で

は

、

一

九

七
五

年

（
昭

和

五

〇

）
頃

か
ら

運

転

部

門

お

よ

び
営

業

部

門

の
合

理
化

・

効

率

化

に
積

極

的

に

取

り

組

ん

だ

。
同

時

に
、

旅

客

サ

ー

ビ
ス

の
質

の
向

上

や

、

新

型
車

両

（

モ
（
1
0
0
0

型
）

の
投

入

、

電

車
教

室

の

開

催
や

「
動

く

ギ

ャ
ラ

リ

ー
」

な

ど

地

域

社

会

と

の

つ

な

が

り

の
強

化

、

新

し

い

都
市

づ
く

り

の

一
翼

を

担

う

高
架

化

工

事

の

完

成
な

ど
、
懸
命

に
試

練

を

乗

り

越

え

て

き

た

。「
遠

州

鉄

道
な

く

し

て

遠
州

の
足

は
な

い
」

と

の
認

識

と

、

明
治

・
大
正

の

時
代

か

ら

長
年

の
風

雪

に
耐

え

て

き

た
歴

史

に
支

え

ら

れ

る

数

々

の

経
営

努
力

が
、

そ

れ

を
可

能

に
し

た

。

国

鉄

（
現

、
J
R

）

の

輸

送

状
況

も

や

は

り

モ

ー

タ
リ

ゼ

ー

シ

ョ
ン

の

影

響

を
も

ろ

に
受

け

た

。

〔
国

鉄

（
J
R

）

浜
松

駅

の
乗

客

輸

送
状

況

〕

一
九

六
二
　
（
昭
和

三

七

）
　
　
　
七

八

二

・

八
万

人

一
九

六
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八

四

七

・
二

一
九

六

四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八

七

六

・

四



一
九
六
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
一
九
・
七

一
九
六
六
　
　
　
　
　
　
　
　

九
六
八
・
二

一
九
六
七
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　一
四
四
・
四

一
九
六
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
四
一
　・
九

一
九
六
九
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
五
・
八

一
九
七
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
一
・
六

一
九
七
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
四
九
・
二

I
九
八
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
三
・
四

一
九
八
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
一
　・
六

一
九
八
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
一
　・
八

一
九
八
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
三
・
四

一
九
八
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
四
五
・
六

一
九
八
九
（
平
成

匸
　
　
　

九
九
三
・
七

一
九
九
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
一
　・
一

（「
浜
松
市
統
計
書
」
）

〔
二
俣
線
の
再
生
〕

経
済
高
度
成
長
期
の
頃
か
ら
、
浜
松
や
浜
北
な
ど

の
都
市
化
の
進
展
に
伴
っ
て
国
鉄
二
俣
線
（
第
6
章

参
照
）
沿
線
の
人
口
は
流
出
し
、
ま
た
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
進
展
の
中
で
営
業
状
態
は
し
だ
い
に
悪
化

し
て
い
っ
た
。
。
赤
字
路
線
”
と
な
っ
て
、
一
九
八
二

年
（
昭
和
五
七
）
に
は
特
定
地
方
交
通
線
に
選
定
さ

れ
、
廃
止
の
方
向
が
決
ま
っ
た
。

し
か
し
二
俣
線
の
存
続
を
望
む
声
は
強
く
、
沿
線

の
市
町
村
は
こ
ぞ
っ
て
存
続
お
よ
び
増
客
運
動
を
繰

り
広
げ
た
。
当
時
の
標
語
に
、
そ
の
心
が
う
か
が
え

国鉄二俣線利用状況 （臼40四～至49年）12年間

年

次 �

尾奈駅 �� 三ヶ日駅 �� 都筑駅 �� 佐 久米駅

�乗車数 �各
年度
／40 �乗 車数 �

各年度
／40 �

乗車数 �各
年度

／40�
乗車数 �各

年度

／40

40 �167，889人�1．00�肌1以�1．00�215，284人�1．00�92，618人�1 ．00

41 �171，772�1．23�719，351�1．01�215，528�1．00�92，327�0 ．99

42 �163，260�0．97�705，827�0．98�201、018�0．93�79，981�0 ．86

43 �160，910�0．96�676，217�0．94�184，652�0 ．85�68，085�0 ．73

44 �136，174�0．81�595，965�0．83�155，348�0 ．72�58，303�0 ．62

45 �114，975�0，68�550，606�0．77�110，230�0 ．51�53，655�0 ．57

46 �89，670�0．53�479，862�0．67�94，062�0 ．43�45，385�0 ．49

47 �67，890�0．40�442，540�0 ．61�98，185�0 ．45�50，005�0 ．53

48 �62，780�0．37�438，958�0 ．61�92，345�0 ．43�39，785�0 ．43

49 �59，860�0．36�431，430�0 ．60�93、440�0 ．43�33，945�0 ，37

50 �114，480�0．61�421，041�0 ．59�136，080�0 ．63�47，880�0 ．52

51 �60，955�0．38�408，841�0 ．57�84，315�0 ．39�34，675�0 ．37

国鉄二俣線

国鉄二俣線 昭和57年



「
二
俣
線
　
心
が
か
よ
う
　
と
な
り
街
」

天
竜
市

「
旅
ゆ
け
ば
　
夢
と
ロ
マ
ン
の
　
二
俣
線
」

森
町

「
二
俣
線
　
あ
な
た
の
利
用
で
　
存
続
実
現
」

三
ヶ
日
町

一
九
八
六
年
（
昭
和
六
匸
、
県
お
よ
び
沿
線
匸
一

市
町
村
が
資
本
金
の
八
〇
％
を
負
担
し
て
、
第
三
セ

ク
タ
ー
の
天
竜
浜
名
湖
鉄
道
㈱
が
設
立
さ
れ
た
。
二

俣
線
の
運
営
は
同
社
に
移
さ
れ
、
翌
年
三
月
か
ら
天

竜
浜
名
湖
鉄
道
と
し
て
開
業
、
現
在
に
い
た
っ
て
い

る
。

バ
ス
の
再
生
へ
の
努
力

ま
た
バ
ス
に
つ
い
て
み
る
と
、
鉄
道
と
同
じ
く
一

九
六
〇
年
代
の
終
わ
り
頃
か
ら
、
浜
松
市
営

バ
ス
・

遠
鉄
バ
ス
と
も
に
乗
合
バ
ス
は
乗
車
人
員
の
減
少
傾

向
が
現
れ
て
い
た
（
貸
切
り
バ
ス
の
乗
車
人
員
は
増

加
）
。。〔

遠
州
鉄
道
バ
ス
の
乗
車
人
員
〕

一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
　
　五
九
八
六
・
六
万
人

一
九
六
三
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
七
二
・
一

一
九
六
四
　
　
　
　
　
　
　

七

匸
ニ

ー
・
一

一
九
六
五
　
　
　
　
　
　
　

七
六
七
〇
・
二

一
九
六
六
　
　
　
　
　
　
　

七
四
九
九
・
六

一
九
六
七
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
三
八
・
八

一
九
六
八
　
　
　
　
　
　
　
　
七
こ
ニ
　
ー
　・
三

一
九
六
九
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
九
五
・
八

一
九
七
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
二
七
・
九

一
九
七
一
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
四
三
・
四

一
九
七
二
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
〇
八
・
六

一
九
七
三
　
　
　
　
　
　
　

六
四
四
五
・
二

I
九
七
四
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
〇
五
・
八

一
九
七
五
　
　
　
　
　
　
　

六
二
四
八
・
三

一
九
七
六
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
〇
二
・
〇

一
九
七
七
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
五
三
・
一

一
九
七
八
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
〇
二
・
六

天竜浜名湖鉄道開業の日 気賀駅

朝・クラッシュの緩和に2 人並んで乗車できるバス 行先ボタンを押して営業所・発着所からバスを呼ぶ



一

九
七

九
　
　
　
　
　
　
　
　

五

九
四

〇

・
〇

万

人

一

九
八

〇
　
　
　
　
　
　
　
　

五

九
二

二

・
一

一

九
八

一
　
　
　
　
　
　
　
　

五
ハ

ニ

ー
　・
五

一

九
八

二
　
　
　
　
　
　
　

五

六

四

七
・

三

一

九
八

三
　
　
　
　
　
　
　
　

五

一
七

四

・

七

一

九
八

四
　
　
　
　
　
　
　
　

五

三

五

三

・

三

一

九
八

五
　
　
　
　
　
　
　

五

四

九

〇

・

一

一

九
八

六
　
　
　
　
　
　
　
　

五

七

〇

七

・
三

一

九
八

七
　
　
　
　
　
　
　
　

五

七

八

六

・

四

一

九
八

八
　
　
　
　
　
　
　
　

五

八

三

〇

・

一

一

九

八

九

（
平

成

匸
　
　

五

九

三

七

・

四

一

九
九

〇
　
　
　
　
　
　
　
　

五

八

九

三

・

七

（
「
浜

松

市

統

計

書

」
）

マ
イ

カ

ー

の
急

増

に

よ

る
乗

客

減

少

に
加

え

て

、

交

通

渋
滞

に

よ

る

路

線

バ
ス

の

ダ
イ

ヤ

の
乱

れ

、

従

業

員

送
迎

バ
ス

や

自

転

車

通

学

の
増

加

な

ど

が
、

バ

ス

の

収
益

を

悪

化

さ

せ

た

。

遠

鉄

バ
ス

で

は

、

バ
ス

離

れ

の
現

象

を

少

し

で

も

食

い
止

め

、

人

々
の

足

と
し

て

よ

り

親

し

ま

れ

る

た

め

に
、

さ

ま

ざ
ま

な

対

策

に
取

り

組
ん

だ
。

た

と

え

ば
、

○
主

要

幹

線

を

中

心

に
昼

間

ダ
イ

ヤ
を

増

強

し

、

定

期

外

の
乗

客

の

誘

発

を

図

る

○

日

曜

祝

祭

日

ダ
イ

ヤ

を

採
用

、

平

日

ダ
イ

ヤ
と

分

離

し

て

混

み

合

う

時
間

帯
を

増

強

○
路

線

沿

線

の

人

口

増
加

が

著
し

い
地

域

の

ダ
イ

ヤ

の
増

強

○
路

線

の
ラ

ン
ク

づ
け

を
行

う

と
と

も

に

横

の
連

絡

を

強
化

O

「
サ

ー

ビ
ス

向

上

月
間

」

運

動

の
実

施

○

県

下

初

の

デ
マ

ン

ド

バ
ス

の
運

行

（
路

線

の
一

定

区
間
の
バ
ス
運
行
時
刻
を
決
め
て
お
き
、
お
客
が

ボ
タ
ン
を
押
し
て
呼
び
出
し
た
と
き
に
運
行
）

○
都
市
総
合
交
通
規
制
の
一
環
と
し
て
浜
松
市
中
心

部
で
一
九
七
五
年
（
昭
和
五
〇
）
か
ら
実
施
さ
れ

た
県
下
初
の
バ
ス
優
先
レ
ー
ン
の
実
施

○
混
み
合
う
路
線
を
中
心
に
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
な
ど
乗

客
の
乗
降
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
定
時
輸
送
を
確
保
す

る
た
め
に
ワ
イ
ド
ド
ア
車
両
を
投
入

○
観
光

バ
ス
の
デ
ラ

。
ク
ス
化
・
大
型
化
を
図
り
、

ま
た

言

ン
ビ
ツ
ア
ー
”
な
ど
北
海
道
か
ら
沖
縄

ま
で
観
光
バ
ス
旅
行
に
も
力
を
注
ぐ

な
ど
で
あ
る
。
ワ
ン
マ
ン
化
け
一
九
六
六
年
（
昭
和

四

二

に
一
部
路
線
か
ら
始
め
ら
れ
、
一
九
七
五
年

（
昭
和
五
〇
）
に
県
下
の
私
鉄
に
先
駆
け
て
ワ
ン
マ

ン
化
一
〇
〇
％

が
達
成
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
各
地
の
道
路
整
備

が
飛
躍
的
に
進
む
よ

う
に
な
っ
た
。
一
九
八
二
年
（
昭
和
五
七
）
に
は
全

国
で
有
数
の
規
模
を
誇
る
浜
松
駅
前
広
場
（
面
積
一

万
八
九
〇
〇
平
方
崕
。
地
上
お
よ
び
地
下
の
二
層
）

が
完
成
し
、
そ
こ
に
浜
松
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
お
日

見
え
す
る
（
次
章
参
照
）
。

東
名
高
速
道
路
の
開
通

日
本
の
道
路
の
改
良
と
整
備
に
と
っ
て
、
一
九
五

泝松駅前の16バスバース
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二
年
（
昭
和
二
七
）
の
新
道
路
法
の
制
定
・
有
料
道

路
制
度
の
導
入
、
翌
年
の
受
益
者
負
担
原
則
に
基

づ

く
特
定
財
源
制
度
の
制
定
が
、画
期
的
な
意
義
を
持
っ

て
い
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。

そ
の
後
、
次
の
よ
う
に
道
路
整
備
1
1
‐
皿
か
年
計
画
が

次
々
に
策
定
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
投
資
計
画
期
間

の
終
了
前
に
改
訂
さ
れ
、
新
し
い
五
か
年
計
画
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
そ
れ
だ
け
わ
が
国
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
進
展
と
社
会
経
済
の
変
化
が
激
し
く
、
当

局
の
予
測
を
は
る
か
に
上
回
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
五
四
～
　

第
一
次
　
　
　
　

二
六
〇
〇
億
円

一
九
五
八
～
　

第
二
次
　
　

一
兆
　
　
　
　
　
　
円

一
九
六
一
～
　
第
三
次
　
　

二
兆
一
〇
〇
〇
億
円

一
九
六
四
～
　
第
四
次
　
　

四
兆
一
〇
〇
〇

一
九
六
七
～
　
第
五
次
　
　

六
兆
六
〇
〇
〇

一
九
七
〇
～
　
第
六
次
　

一
〇
兆
三
五
〇
〇

（
そ
の
後
も
っ
づ
い
て
五
か
年
計
画
は
策
定
・
実
施

さ
れ
、
一
九
八
八
年
か
ら
の
第
一
〇
次
計
画
で
は
投

資
額
は
五
三
兆
円
、
第
一
次
か
ら
の
総
計
額
は
天
文

学
的
な
数
字
に
の
ば
っ
た
）

こ
の
問
に
、
一
九
五
七
年
（
昭
和
三
二
）
に
国
土

開
発
縦
貫
自
動
車
道
建
設
法
お
よ
び
高
速
自
動
車
国

道
法
が
公
布
・
施
行
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
基
づ
い

て
日
本
道
路
公
団
が
、
名
神
高
速
自
動
車
道
路
の
着

匚
決
定
を
手
始
め
に
、
各
地
に
高
速
道
路
を
建
設
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
前
に
、
東
京
に
高
速
白
動

車
道
が
開
通
し
、
昭
和
四
〇
年
代
に
は
各
地
に
有
料

の
道
路
・
バ
イ
パ
ス
、
橋
な
ど
が
あ
い
つ
い
で
建
設

さ
れ
て
い
く
。

日
本
で
初
め
て
の
長
距
離
高
速
道
路
と
し
て
一
九

■
空

の

高
速

大
量

輸

送
も
始

ま

る

一
九
五
六
年
（
昭
和
＝
二

）
に
空
港
整
備
法

を
施
行
し
て
以
来
、
各
地
の
空
港
お
よ

び
基
礎

施
設
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

一
九
六
〇
年
代
は
世
界
的
な
経
済
拡
大
の
時

代
と
な
り
、
技
術
革
新

を
背
景
に
交
通
手
段
は

飛
躍
的
に
発
達
し
、
国
際
間
の
交
通
・
交
流
も

ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
象
徴
す
る

の
が
ジ
ャ
ン
ボ

ジ
ェ
ッ
ト
機
（
ボ
ー
イ
ン
グ
7
4
7

型
機
）
　の
登
場
で
あ
る
。

乗
員
・
乗
客
合
わ
せ
て
五
〇
〇
人
を
乗
せ
る

こ
と
の
で
き
る
超
大
型
旅
客
機
の
出
現
は
、「
よ

り
多
く
の
人
を
、
よ
り
速
く
、
よ
り
遠
く
へ
」

と
い
う
高
速
大
量
輸
送
時
代
の
幕
開
き
で

あ
っ

た
。
一
九
六
九
年
（
昭
和
四
四
）
に
米
国
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
あ
い
つ

い
で
初
飛
行
に
成
功
し
、
翌

年
に
は
万
国
博
を
機
に
日
本
に
も
初
飛
来
し
た
。

ベスガイドの案内で奥浜名湖観光

長距離高速自動車道の計画案 （『静岡県の土木史』）
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六
五
年
（
昭
和
四
〇
）
七
月
に
名
神
高
速
道
路

二

八
九
・
五
い
）

が
全
通
し
、
つ
づ
い
て
一
九
六
九
年

（
昭
和
四
四
）
五
月
に
は
東
名
高
速
道
路
（
三
四
六
・

七
j

）
が
、
七
年
の
歳
月
と
三
四
二
五
億
円
の
巨
費

を
投
じ
て
完
成
、
全
線
供
用
開
始
と
な
っ
た
。
名
神

高
速
道
路
と
結
ん
で
東
京
～
西
宮
間
に
五
三
六
い
の

（

イ
ウ
ェ
イ
が
貫
通
し
た
の
で
あ
る
。
東
京
～
大
阪

間
か
直
通
七
時
間
と
な
っ
た
。

東
名
高
速
道
路
の
完
成
に
先
立
っ
て
、
一
九
六
五

年
（
昭
和
四
〇
）
に
は
中
央
高
速
道
路
が
起
工
さ
れ

て
い
た
。
ま
た
そ
の
翌
年
、
国
土
開
発
縦
貫
自
動
車

道
建
設
法
は
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
法
に
改

め
て
公
布
さ
れ
、
全
国
で

匸
一
の
自
動
車
道
二
一
路

線
・
総
延
長
二
六
〇
〇
い
が
追
加
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
新
し
い
（

イ
ウ
ェ
イ
時
代
が
本
格
的
に

開
幕
し
た
。

高
速
道
路
に
よ

る
新
し
い
交
通
始
ま

る

東
名
高
速
道
路
が
全
通
し
て
か
ら
遠
州
で
も
、
国

道
一
号
線
の
交
通
が
い
ち
じ
る
し
く
緩
和
さ
れ
た
。

難
所
の
日
坂
、
金
谷
峠
な
ど
の
車
の
流
れ
も
よ
く
な
っ

た
。遠

州
で
は
東
名
高
速
道
路
は
、
菊
川
、
袋
井
、
浜

松
か
ら
奥
浜
名
湖
を
三
ヶ
日
へ
抜
け
、
宇
利
峠
の
ト

ン
ネ
ル
（
延
長
九
六
八
片
）
を
経
て
愛
知
県
へ
と
続

く
。
全
線
で
六
か
所
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
う
ち
、

牧
乃
原
、
浜
名
湖
の
二
か
所
が
遠
州
に
あ
る
。

名
古
屋
地
区
は
い
う
ま
で
も
な
く
大
阪
も
、
ま
た

東
京
も
、
車
で
日
帰
り
圈
と
な
っ
た
。

東
海
道
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
の
大
動
脈
と
な
っ
た
東
名

高
速
道
路
を
専
門
に
走
る
急
行
バ
ス
が
、
全
通
の
翌

月
か
ら
走
り
は
し
め
た
（
東
名
急
行
バ
ス
㈱
＝
東
京

急
行
電
鉄
㈱
は
じ
め
名
古
屋
鉄
道
㈱
、
遠
州
鉄
道
㈱

な
ど

匸
一
社
の
出
資
）
。

そ
れ
よ
り
前
、
東
名
高
速
道
路
が
部
分
開
通
し
て

い
。だ
一
九
六
九
年
（
昭
和
四
四
）
三
月
か
ら
、
そ
れ

ま
で
遠
州
鉄
道
㈱
と
静
岡
鉄
道
㈱
と
が
運
行
し
て
い

た
静
岡
浜
松
線
が
、
東
名
高
速
道
路
経
由
と
な
っ
て

い
た
。
こ
れ
に
よ
り
両
市
は
従
来
よ
り
ず
っ
と
短
時

間
で
結
ば
れ
、
高
速
・
安
全
・
快
適
な
バ
ス
の
旅
が

実
現
し
た
。
ま
た
静
岡
県
第
六
次
総
合
開
発
計
画
に

基
づ
く
榛
原
・
御
前
崎
地
区
の
観
光
開
発
に
も
寄
与

し
た
。

大
阪
で
一
九
七
〇
年
（
昭
和
四
五
）
に
開
催
さ
れ

た
万
国
博
に
は
、
遠
鉄
観
光
バ
ス
は
七
〇
〇
〇
台
の

見
学
者
を
送
り
込
ん
だ
。

さ
ら
に
遠
州
鉄
道
㈱
は
、
名
古
屋
鉄
道
㈱
と
運
輸

協
定
を
締
結
し
、
東
名
高
速
道
路
を
利
用
し
て
浜
松

～
名
古
屋
を
結
ぶ
東
名
浜
松
名
古
屋
線
の
営
業
を
一

九
七
三
年
（
昭
和
四
八
）
か
ら
開
始
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
遠
州
と
三
河
と
の
交
流
を
い
っ
そ
う
図
り
、

名神高速道路



ま
た
名
古
屋
方
面
か
ら
の
浜
名
湖
周
辺
へ
の
観
光
客

の
増
加
を
ね
ら
っ
た
も
の
だ
っ
た
（
一
九
八
一
年
廃

止
。
マ
イ
カ
ー
利
用
者
が
増
え
、
バ
ス
利
用
者
が
減

少
し
た
こ
と
に
よ
る
）
。

そ
の
ほ
か
に
も
東
名
高
速
道
路
の
開
通
以
来
、
観

光
バ
ス
旅
行
は
い
よ
い
よ
盛
ん
に
な
り
、
そ
の
高
速

化
と
広
域
化
が
進
む
こ
と
に
な
っ
た
。

開
通
当
初
、
浜
松
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
出
入
り

す
る
車
は
一
日
平
均
約
九
〇
〇
〇
台
だ
っ
た
が
、
そ

の
後
急
速
な
伸
び
を
示
し
た
。

浜
松
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
近
く
に
は
、
流
通
業

務
セ
ン
タ
ー
も
建
設
さ
れ
た
。
港
が
な
い
浜
松
に
と
っ

て
、
こ
の
流
通
業
務
セ
ン
タ
ー
は

。
陸
の
港
”
と
し

て
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
浜
松
市
の

物
流
の
中
心
は
、
都
心
部
の
浜
松
貨
物
駅
と
、
中
心

街
の
各
所
に
散
在
す
る
運
送
会
社
だ
っ
た
。
こ
の
た

め
中
心
街
の
交
通
難
は
非
常
に
深
刻
で
、
し
か
も
市

街
を
南
北
に
二
分
す
る
東
海
道
線
が
市
内
の
交
通
を

著
し
く
阻
害
し
て
い
た
。
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
流

通
セ
ン
タ
ー
を
設
け
、
運
送
会
社
や
倉
庫
な
ど
を
集

め
る
こ
と
に
よ
り
、
浜
松
の
大
き
な
ネ
ッ
ク
で
あ
っ

た
物
流
面
が
飛
躍
的
に
合
理
化
さ
れ
た
。

浜
松
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
位
置
は
、
市
の
東
よ

り
に
偏
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
一
九
七
一
年
（
昭
和

四
六
）
に
は
浜
松
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
建
設
が

決
ま
り
、
一
九
七
四
年
（
昭
和
四
九
）
三
月
に
開
通

し
た
。

な
お
、
東
名
高
速
道
路
は
全
線
開
通
か
ら
I
〇
年
間

に
、
総
利
用
台
数
は
六
億
九
〇
〇
〇
万
台
に
の
ば
っ
た
。

浜名湖サービスエリア

サービスエリアより舘 山寺を望 む



第
9
章
　
新
幹
線
と
高
速
道
路

3
　
線
の
交
通
か
ら
面
の
交
通
へ

新
し

い
道
路
網
の
形
成
へ

新
幹
線
が
開
通
し
、
さ
ら
に
東
名
高
速
道
路
が
で

き
て
、
遠
州
の
交
通
は
新
し
い
時
代
を
迎
え
た
。

日
本
道
路
公
団
、
ま
た
静
岡
県
お
よ
び
静
岡
県
道

路
公
社
は
、
道
路
や
橋
を
あ
い
つ
い
で
整
備
し
て
い
っ

た
。
『
静
岡
県
の
上
木
史
』等
に
よ
れ
ば
、
遠
州
関
係

の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

掛
川

バ
イ

パ
ス
（
延
長
九
・
九
j
）

掛
川
市
八
坂
で
国
道
一
号
線
と
分
か
れ
、
北
側
丘

陵
地
を
通
り
、
同
沢
田
で
ふ
た
た
び
国
道
一
号
線
と

合
流
。

磐
田
バ
イ

パ
ス
（
延
長
七
・
二
い
）

磐
田
市
三
ヶ
野
で
国
道
一
号
線
と
分
か
れ
、
北
側

の
磐
田
原
台
地
と
田
園
地
帯
を
走
り
、
天
竜
川
橋
の

東
端
で
ふ
た
た
び
国
道
一
号
線
に
合
流
。

浜
名
バ
イ

パ
ス
（
延
長

匸
二
j
）

浜
松
市
篠
原
町
で
国
道
一
号
線
と
分
か
れ
、
今
切

口
を
ま
た
ぐ
浜
名
大
橋
（
支
間
二
四
〇
片
）
を
渡
り
、

新
居
町
で
ふ
た
た
び
国
道
一
号
線
と
合
流
す
る
自
動

昭和50年頃の道路網



車
専
用
道
路
。

有
料
道
路
弁
天
大
橋
（
延
長
八
三
六
・
六
片
）

一
般
に
は
浜
名
湖
大
橋
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
村
櫛

半
島
先
端
お
よ
び
弁
天
島
・
雄
踏
間
に
架
け
た
橋
と
、

湖
岸
を
走
る
道
路
か
ら
な
る
。
国
道
一
号
線
、
東
名

浜
松
西
イ
ン
タ
ー
と
結
ば
れ
る
。

村
櫛
舘
山
寺
道
路
（
延
長
一
一
・
一
い
）

浜
松
市
湖
東
町
～
舘
山
寺
～
浜
松
市
村
櫛
町
の
有

料
道
路
。
県
道
湖
東
舘
山
寺
線
お
よ
び
県
道
舘
山
寺

弁
天
島
線
の
一
部
。

多
米
峠
有
料
道
路
（
延
長
二
八
五
〇
片
）

湖
西
地
方
お
よ

び
三
ヶ
日
地
方
と
、
豊
橋
を
中
心

と
す
る
東
三
河
と
を
結
ぶ
全
線
一
一
・
七
い
の
道
路

が
整
備
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
多
米
峠
（
標
高
二
六

五
片
）
を
中
心
と
す
る
部
分
が
有
料
。

本
坂
ト
ン
ネ
ル
（
延
長
二
・
九
い
）

豊
橋
市
嵩
山
町
か
ら
三
ヶ
日
町
本
坂
ま
で
。
有
料

道
路
。

一
九
六
六
年
完
成
。
も
と
は
勾
配
が
き
び
し
く
、

屈
曲
が
多
い
未
改
良
道
路
で
、
両
地
域
の
相
互
の
交

通
の
大
き
な
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
た
。

新
本
坂
ト
ン
ネ
ル
（
延
長

匸
二
八
〇
片
）

国
道
三
六
二
号
線
の
関
連
事
業
と
し
て
一
九
七
八

年
（
昭
和
五
三
）
、
標
高

匸
一
八
片
地
点
に
完
成
し
た
。

有
料
。こ
の
開
通
で
本
坂
峠
越
え
は
わ
ず
か
四
分
に
。

浜
名
湖
レ
ー
ク
サ
イ
ド

ー
ウ
ェ
イ
（
延
長
五
j

）

浜
名
湖
観
光
の
拠
点
で
あ
る
弁
天
島
、
舘
山
寺
、

瀬
戸
地
区
を
結
ぶ
観
光
と
地
域
開
発
の
基
幹
道
路
。

ス
ー

パ
ー
林
道
天
竜
線
（
延
長
五
二
・
九
j

）

一
九
八
三
年
度
（
昭
和
五
八
）
に
完
成
し
た
こ
の

林
道
は
、
日
本
の
三
大
美
林
の
一
つ
と
さ
れ
る
天
竜

の
林
業
の
開
発
と
、
地
域
の
そ
の
他
の
産
業
の
振
興

を
図
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
。
道
幅
五
片
。
天
竜
市

東
雲
名
か
ら
秋
葉
山
を
経
て
、
旧
秋
葉
街
道
沿
い
に

北
上
し
、
標
高
一
〇
〇
〇
八
を
超
え
る
竜
頭
山
、
井

戸
囗
山
、
門
桁
山
を
経
て
、
山
住
神
社
、
水
窪
ダ
ム

I

幻

に
終

わ

っ
た

「
国

鉄
佐
久

間
線

」

第
6

章
で
述

べ
た
よ
う
に
遠
州
と
信
州
と
を

結
ぶ
遠
信
鉄
道
（
後
に
二
俣
佐
久
間
線
計
画
）

建
設
へ
の
夢
は
、
明
治
時
代
か
ら
根
強
く
あ
っ

て
、
そ
の
実
現
が
期
待
さ
れ
つ
づ
け
て
き
た
。

戦
前
の
一
九
三
七
年
（
昭
和

匸
一
）
に
、
天

竜
川
流
域
奥
地
の
資
源
開
発
を
目
的
と
し
て
二

俣
佐

久
間
線
が
計
画
さ
れ
た
。

一
部
着
工
さ
れ

た
が
、
戦
争
の
た
め
中
断
さ
れ
、
日
の
目
を
見

な
か
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

戦
後
、
国
鉄
は
鉄
道
の
復

興
を
図
り
つ
つ
、

同
時
に
国
営

の
バ
ス
路
線
を
延
長
し
て
輸
送
力

を
充
実
さ
せ
よ
う
と
し
、
戦
前
か
ら
ス
タ
ー
ト

さ
せ
て
い
た
省
営

バ
ス
（
国
鉄

バ
ス
）

路
線
を

さ
ら
に
増
や
し
は
じ
め
た
。

一
九
四
六
（
昭
和
二

こ

匸
二
路
線
一
八
六
ご

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
一
八
路
線
五
五
五
ご

一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
三
五
路
線
六
〇
三
丿

北
遠
地
方
で
も
省
営

バ
ス
の
運
行
を
企
画
し

た
国
鉄
名
古
屋
鉄
道
局
は
、
一
九
四
六
年
に
遠

州
鉄
道
㈱
に
対
し
て
、
同
社
の
水
窪
線
を
譲
渡

す
る
よ
う
要
請
し
た
。

天
竜
川
沿
い
の
こ
の
路
線
は
、
も
と
は
遠
州

鉄
道
㈱
の
前
身
の
一
つ
で
あ
る
遠
州
秋
葉
自
動

車
㈱
が
ひ
ら
い
た
も
の
だ
っ
た
。
山
間
部
の
路

線
に
特
有
の
多
く
の
悪
条
件
を
克
服
し
な
が
ら
、

昭
和
の
初
め
か
ら
戦
後

に
い
た
る
ま
で
、
着

々

と
運
行
体
制
を
強
化
充
実
さ
せ
て

き
た
。
一
九

四
六
年

に
は
新
車
四
両
を
配
置
し
、
起
点
も
二

俣
か
ら
西
鹿
島
に
な
り
、
体
制
は
い
っ
そ
う
整
っ

て
い
た
。

こ
の
水
窪
線
の
譲
渡
に
、
遠
州
鉄
道
㈱
が
反

対
の
意
思
を
表
明
し
た
の
は
当
然
と
い
え
よ
う
。

し

か
し
路
線
の
関
係
八
か
町
村
の
代
表
ら
の
多

く
は
、
省
営

バ
ス
の
運
行
に
賛
成
し
た
。
国
鉄
が
、

「
将
来
、
二
俣
か
ら
佐
久
間
線
を
敷
設
し
て
利

便
を
は
か
る
。
鉄
道
は
す
ぐ
に
で
き
な
い
の
で
、

鉄
道
が
で
き
る
ま
で
バ
ス
で
代
行
す
る
」

と
P
R

し
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。

結
局
、
同
路
線
は
国
鉄
に
譲
渡
さ
れ
、
一
九

スーパー林道



サ
イ
ト
を
通
り
水
窪
町
に
い
た
る
。

国
道
一
五
〇
号
線
の
あ
ゆ
み

こ
の
道
は
江
戸
時
代
に
は
横
須
賀
街
道
と
呼
ば
れ

て
い
た
。
横
須
賀
藩
と
相
良
藩
と
を
結
ぶ
、
南
遠
沿

岸
地
方
の
唯
一
の
街
道
だ
っ
た
。
砂
道
で
屈
曲
が
多

い
道
だ
っ
た
。

一
八
七
五
年
（
明
治
八
）
に
、
池
新
田
の
有
志
ら

が
中
泉
～
地
頭
方
六
六
j

の
道
路
改
良
に
取
り
組
ん

だ
。
国
安
川
に
橋
を
架
け
る
と
い
う
難
工
事
が
あ
っ

た
が
、
砂
利
を
敷
い
た
幅
二
間
（
約
三
・
六
八
）
の

道
路
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。

そ
の
後
、
県
費
補
助
道
路
と
な
っ
て
改
修
が
行
わ

れ
、
一
九
〇
八
年
（
明
治
四

二

に
県
道
（
横
須
賀

相
良
街
道
）
と
な
っ
た
。

大
正
の
終
わ
り
頃
に
こ
の
道
路
は
横
須
賀
池
新
田

線
、
池
新
田
地
頭
方
線
の
二
路
線
と
な
り
、
拡
幅
改

良
工
事
が
昭
和
の
初
め
に
か
け
て
行
わ
れ
た
。

国
道
に
な
っ
た
の
が
一
九
五
三
年
（
昭
和
二
八
）
で
。

県
道
静
岡
川
崎
線

県
道
御
前
崎
藤
枝
線

″

池
新
田
地
頭
方
線

″

横
須
賀
掛
塚
線

″

横
須
賀
池
新
田
線

″

浜
松
掛
塚
線

が
二
級
国
道
静
岡
浜
松
線
と
し
て
指
定
さ
れ
、
一

九
六
五
年
（
昭
和
四
〇
）
に
一
般
国
道
一
五
〇
号
線

と
改
称
さ
れ
た
。

こ
の
道
路
は
、
清
水
を
起
点
に
大
崩
海
岸
、
焼
津
、

御
前
崎
、
浜
岡
を
経
て
浜
松
に
い
た
る
。
市
街
地
を

通
る
が
道
輻
は
狭
く
、
混
雑
や
環
境
悪
化
が
目
立
っ

た
。
こ
の
た
め
各
地
で
拡
幅
工
事
や
、
バ
イ
パ
ス
建

設
な
ど
が
行
わ
れ
た
が
、
交
通
量
の
増
加
に
は
追
い

つ
か
な
い
の
が
実
情
だ
っ
た
。

一
九
七
〇
年
（
昭
和
四
五
）
に
、
藤
枝
と
相
良
を

結
ん
で
長
年
親
し
ま
れ
て
き
た
藤
相
線
（
一
九
四
七

年
か
ら
藤
枝
～
袋
井
に
延
長
、
駿
遠
線
と
な
る
）
が

廃
線
と
な
る
。
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
が
同

線
を
廃
線
に
追
い
込
ん
だ
と
い
え
る
が
、
直
接
的
に

は
国
道
一
五
〇
号
線
の
バ
ス
に
敗
れ
去
っ
た
の
で
あ

四
六
年
（

昭
和
二

こ
　
一
〇
月
か
ら
天
竜
線
と

し
て
営
業

を
始
め
た
。

そ
の
後
、
一
九
五
一
年
（
昭
和
二
六
）
に
な
っ

て
、
電
源
開
発
計
画

に
よ
り
天
竜
川
佐
久
間
地

区
に
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
地

元
で
は
ま
た
も
や
遠
信
鉄
道
促
進
期
成
同
盟
会

を
組
織
し
、
建
設
陳
情
書
を
提
出
す
る
な
ど
、

積
極
的
な
運
動
を
行
な
っ
た
。
鉄
道
が
実
現
す

れ
ば
、
ダ
ム
の
建
設
資
材
の
輸
送
路
と
し
て
有

用
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
産
業
路
線
・
生
活

路
線
と
し
て
北
遠
地
方
の
資
源
開
発
・
地
元
産

業
の
振
興
に
き
わ
め
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
期
待
で
き
た
。

地
元
に
約
束
さ
れ
て
い
た
佐
久
間
線
は
、
こ

う
し

た
紆
余
曲
折
を
経
て
、
一
九
六
七
年
（
昭

和
四
二
）
　に
な
っ
て

一
部
が
着
工
さ
れ
た
。
二

俣
線
遠
江

二
俣
駅
～
飯
田
線
中
部
天
竜
駅
（
佐

久
間
町
）
　の
予
定
区
間
三
五
諺
の
う
ち
、
二
俣

か
ら
横
山
ま
で
の

匸
二
・
四
冫

で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
こ
の
工
事
が
六
八
％

ま
で
進
ん
だ
と
こ

ろ
で
、
一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
）

に
建
設
が

凍
結
さ
れ
、
一
九
八
八
年
（
昭
和
六
三
）
に
は

建
設
は
断
念
さ
れ
た
。

一
九
九
三
年
（
平
成
五
）
に
な
っ
て
、
国
鉄

清
算
事
業
団

は
佐

久
間
線
の
跡
地
を
、
天
竜
市

に
譲
渡
す
る
こ
と
を
了
承
し
た
。
静
岡
新
聞
（
平

成
五
・
七
・
三
）

は
次
の
よ
う
に
報
じ
て

い
る
。

「
旧
国
鉄
用
地
の
処
分
は
、
構
造
物
を
撤
去
し

て
更
地
に
戻
し
て

の
譲
渡
が
原
則
だ
が
、
佐
久

間
線
の
場
合
は
現
況
譲
渡
と
い
う
珍
し
い
ケ
ー

ス
に
な
る
。
無
償
で

は
あ
る
が
、
市
側
も
跡
地

利
用
に
際
し
て
現
況
復
元
の
費
用

を
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
、
実
質
的
に
は
有
償
と
同
じ
形
と

い
え
る
」

有料道路弁天大橋

浜名湖レ ークサイド・ウェイ

（『静 岡新 聞 』）



藤
相
線
の
跡
地
は
国
道
一
五
〇
号
線
の
整
備
に
利

用
さ
れ
た
ほ
か
、
太
平
洋
自
転
車
道
と
な
っ
た
。

近
代
的
な
橋
に
架
け
替
え
る

横
山
橋

北
遠
の
横
山
で
は
、
戦
争
中
ま
で
渡
船
で
バ
ス
、

ト
ラ
ッ
ク
を
渡
し
て
い
た
。
戦
後
、
久
根
鉱
山
で
使

用
し
て
い
た
麻
心
の
古
ワ
イ
ヤ
ー
を
使
用
し
た
吊
り

橋
（
木
造
補
剛
ト
ラ
ス
）
が
、
一
九
四
九
年
（
昭
和

二
四
）
に
架
け
ら
れ
た
。
木
材
を
満
載
し
た
ト
ラ
ッ

ク
な
ど
重
い
車
両
の
通
行
が
で
き
る
よ
う
に
、
一
九

五
二
年
（
昭
和
二
七
）
に
は
、
新
し
い
吊
り
橋
（
鋼

ラ
ン
ガ
ー
ト
ラ
ス
）
に
架
け
替
え
ら
れ
て
い
た
。
一

九
七
六
年
（
昭
和
五
二

、
自
動
車
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
現
在
の
橋
（
長
さ
三
五
一
・
五
气

幅
一
一
・
〇

バ
、
連
続
ト
ラ
ス
）
に
な
っ
た
。

掛
塚
橋

道
路
法
上
の
道
路
に
関
す
る
有

料
制
度
が
で
き
た
の
に
応
じ
て
、

一
九
五
五
年
（
昭
和
三
〇
）
に
新

し
い
橋
（
長
さ
八
七
七
八

幅
六
・

〇
片
、
下
路
式
鋼
ゲ
ル
バ
ー
ト
ラ

ス
）
に
架
け
替
え
ら
れ
た
。

原
田
橋

佐
久
間
ダ
ム
の
補
償
工
事
と
し

て
一
九
五
六
年
（
昭
和
三

二

、
県

下
一
の
規
模
を
誇
る
近
代
的
な
吊

り
橋
（
長
さ

匸
二
九
・
八
八

幅

五
・
五
八
、
上
路
式
補
剛
ト
ラ
ス
）

に
架
け
替
え
ら
れ
た
。

横山の渡し



中
部
人
橋

佐
久
則
ダ
ム
の
住
設
刀
際
、
国

鉄
中
部
駅
か
こ
資
材
を
迦
ぶ
た
め

電
源
開
発
㈱
が
一
に儿
隍
四
年
（
昭

和
二
九
）
に
架
僑
し
た
ノ
長
さ
匸

二
九
回
、
車
追
四
回
、
歩
道
二
片
。

浜
北
大
橋

地
域
住
民
の
十
目
か
ら
の
頤
い
が
か
な
い
一
九
L
O

年
（
昭
和
四
万
）
に
完
成
、
浜
北
と
竹
川
の
結
び
つ

き
の
強
化
を
け
じ
め
浜
北
地
厶
の
交
通
は
非
常
に
便

利
に
な
っ
た
。
長
さ
九
六
四
・
六
匸
、
輻
八
・
〇
片

（
歩
道
設
置
）
。

大
輪
橋

秋
葉
ダ
ム
に
よ
る
河
床
の
匚
引
匚
よ
り
旧
僑
が
流

失
、
一
九
じ
○
年
（
昭
和
四
万
）
に
新
し
く
架
け
ら

且
だ
。
長
さ
九
九
・
八
片
、
輻
六
・
五
回
。

沖
‐‐
J頓

浜
名
割
と
鐓
鼻
湖
の
勹
な
ぎ
囗
に
あ
る
㈲
戸
は
、

水
深
が
深
い
が
大
作‥
か
ら
交
通
の
要
所
で
、
松
と
訂

…石
の
迫
る
両
岸
を
結
余
渡
し
舟
が
あ
っ
た
。

人
に
時
代
に
は
、
京
浜
名
付
の
咎
者
た
ち
が
交
代

で
船
頭
を
引
き
受
け
て
い
た
。
昭
和
に
入
る
と
、
自

動
車
を
渡
せ
る
よ
う
に
大
型
の
船
を
買
い
入
れ
、
村

営
刀
渡
船
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
郡
皿
（
都
築
～
大

崎
）
が
県
道
気
賈
人
出
線
（
現
、
県
道
瀬
戸
佐
久
米

線
）
と
な
っ
た
の
に
伴
っ
て
、
県
営
渡
船
と
な
二

に

い
た
が
、
一
兀
兀
行
年
（
昭
和
三
〇
）
に
地
元
の
人
々

の
夢
で
あ
っ
た
吊
り
橋
（
長
さ

匸
一
行
甘
、
幅
三
・

六
言
、
袖
剛
ト
ラ
ス
）
が
架
け
ら
れ
た
。

落
（
口
橋

都
山
川
が
并
伊
谷
川
と（
日
流
し
て
落（
日
川
と
な
る

地
点
は
、
皿
目
か
ら
渡
し
舟
が
両
岸
を
結
ん
で
い
た
。

こ
の
渡
し
は
気
賀
の
関
所
を
守
る
要
士
‥
力
役
割
も
果

た
し
て
い
た
。
明
治
の
頃
に
木
橋
が
架
け
ら
且
、
一

九
二
四
年
（
昭
和
儿
）
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
僑
と

な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
通
行
車
向
が
人
や
化
し
、

交
通
壮
が
増
え
、
ま
た
橋
も
老
朽
化
し
た
の
で
、
一

儿
じ
じ
年
（
昭
和
五
二
）
心
新
し
い
橋
（
長
さ
一
四

」
天

竜
東

三
河

特

定
地

域
総
合

開
発

計
画

天
竜
川
中
流
地
域
の
開
発
は
、
国

土
総
合
開

発
計
画
に
採
り
半
け
ら
れ
て
一
九
五
一
年
（
昭

和
二
六
）
天
竜
東
三
河
地
域
が
特
定
地
域
の
指

定
を
受
け
、
翌
年
、
天
竜
東
三
河
特
定
地
域
総

合
開
発
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。。

電
源
、
林
産
、
農
産
な
ど
資
源
開
発
、
お
よ

び
治
山
・
治
水
に
重
点
が
置

か
れ
、
総
事
業
費

お
よ
そ
一
一
〇
〇
億
円
の
う
ち
発
送
電
事
業
費

が
半
分
を
占
め
、
佐

久
間
ダ
ム
お
よ
び
秋
声
夕

ム
の
建
設
が
大
き
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
だ
っ

た
。こ

の
総
合
開
発
計
画
と
関
連
さ
せ
て
浜
松
市

は
、
工
業
立
地
整
備
事
業
と
し
て
各
種
の
生
産

施
設
や
交
通
の
整
備
な
ど
を
行
っ
た
。
道
路
関

係
で
は
田

口
線
、
浜
松
二
俣
線
、
浜

松
雄
踏
線
、

国

道
一
号
線
、
二
級
国
道
綰
（
浜
松
～

掛
塚
～
横

頂
賀
）
な
ど
の
整
備
が
行
わ
れ
た

。

瀬 戸 橋 浜北大橋

飯田線付替線路平面略図

（ 佐久間町史 ノ）



三
・
四
片
、
車
道
五
・
八
片
、
歩
道
四
片
）
に
架
け

替
え
ら
れ
た
。

浜
松
市
の

。
ベ
ル
リ
ン
の
壁
”
を
解
消

浜
松
で
は
東
海
道
本
線
が
市
街
を
南
北
に
二
分
し
、

そ
の
南
北
の
連
絡
に
は
平
面
交
差
の
市
道
と
、
東
西

二
か
所
の
地
下
道
を
利
用
す
る
は
か
な
か
っ
た
。

こ
の
浜
松
の

。
ベ
ル
リ
ン
の
壁
”
は
、
と
り
わ
け

市
の
南
部
工
業
地
帯
の
輸
送
に
と
っ
て
障
害
と
な
っ

て
い
た
ほ
か
、
市
全
体
の
発
展
に
と
っ
て
も
大
き
な

妨
げ
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
問
題
は
、
自
動
車
の
交
通
が
急
激
に
増
え
は

じ
め
て
か
ら
い
よ

い
よ
深
刻
に
な
っ
た
。

南
北
の
交
通
は
主
に
中
島
、
平
田
、
海
老
塚
、
浅

田
、
菅
原
の
五
か
所
の
踏
切
で
行
わ
れ
て
き
た
が
、

い
ず
れ
も
平
面
交
差
な
の
で
、
列
車
通
過
に
伴
う
遮

断
時
間
が
非
常
に
長
か
っ
た
。
一
九
六
三
年
（
昭
和

三
八
）
頃
の
実
態
を
み
る
と
一
日
の
う
ち
、

平
田
　
　
　
　
約
一
一
時
間
三
〇
分

中
島
　
　
　
　
約
　
八
時
間

海
老
塚
　
　
　
約
　
七
時
間
三
〇
分

浅
田
　
　
　
　
約
　
七
時
間
三
〇
分

平
田
の
踏
切
な
ど
は
一
日
の
半
分
近
く
が
遮
断
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
交
通
に
と
っ
て
は
重
大
な
障

害
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
空
費
さ
れ
る
時
間
は
大
き
な

経
済
的
損
失
で
あ
っ
た
。

「
な
ん
と
か
な
ら
な
い
か
／
」

と
、
一
九
六
二
年
（
昭
和
三
七
）
頃
か
ら
市
民
運

動
が
起
こ
っ
て
い
た
。
署
名
運
動
（
約
一
八
万
五
〇

〇
〇
人
が
署
名
）
や
、
国
鉄
本
社
へ
の
陳
情
が
繰
り

平田の踏切 昭和29年頃

平田の踏切「アカズノフミキリ」の異名をとった 昭和54年頃



返
さ
れ
た
。
し
か
し
、
な
か
な
か
市
民
の
願
い
は
か

な
わ
な
か
っ
た
。
浜
松
市
の
都
市
計
画
も
進
ま
な
い

ま
ま
歳
月
が
過
ぎ
て
い
っ
た
。

よ
う
や
く
一
九
七
二
年
（
昭
和
四
七
）
に
な
っ
て
、

都
市
計
画
地
方
審
議
会
の
議
決
に
基
づ
い
て
東
海
道

本
線
の
高
架
化
事
業

が
計
画
決
定
さ
れ
た
。
二
年
後

着
工
と
な
り
、
完
成
を
み
る
の
は
一
九
七
九
年
（
昭

和
五
四
）
で
あ
る
。

国
鉄
の
高
架
化
と
並
ん
で
、
遠
州
鉄
道
線
の
高
架

化
も
決
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
鉄
道
線
は
浜
松
か
ら
西

鹿
島
ま
で
市
街
地
を
南
北
に
走
っ
て
い
て
、
国
道
一

五
〇
号
線
を
は
じ
め
と
す
る
東
西
の
道
路
交
通
の
妨

げ
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
新
浜
松
駅
～
遠
州
助

信
駅
間
を
高
架
化
す
る
。
こ
の
区
間
は
約
二
〇
か
所

で
道
路
と
交
差
し
て
い
た
。
そ
の
着
工
ま
で
に
、

○
官
民
一
体
と
な
っ
た
浜
松
駅
周
辺
整
備
計
画
協
議

会
の
発
足
（
一
九
七
四
）

○
広
大
な
用
地
を
占
有
し
て
い
た
浜
松
駅
の
貨
物
部

門
を
、
旅
客
部
門
と

切
り
離
し
て
他
に
移

し
、
貨
物
専
用
の
西

浜
松
駅
が
完
成

二

九
七
六
）

○
浜
松
駅
前
の
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
事
業
の

計
画
決
定
（
一
九
七
九
）

な
ど
が
あ
り
、
遠
州
鉄
道
の
高
架
化
は
浜
松
駅
周

辺
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
、
一
九
八
〇
年
（
昭
和

五
五
）
に
着
工
さ
れ
、
五
年
後
に
完
成
し
た
。

こ
う
し
て
、
多
数
の
平
面
交
差
で
分
断
さ
れ
て
い

た
浜
松
市
中
心
部
の
交
通
は
改
善
さ
れ
、
一
連
の
都

市
計
画
事
業
が
い
よ
い
よ
本
格
的
に
始
動
し
は
し
め

た
。
な
お
、
駅
前
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
完
成
す
る

の
は
一
九
八
二
年
（
昭
和
五
七
）
で
あ
る
。

浜松バスターミナル建設工 事風景

遠州鉄道高架 橋梁架設現場

遠州鉄道高架開通
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